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森が燃えていました　
森の生きものたちはわれ先にと
逃げていきました
でもクリキンディという名の
ハチドリだけはいったりきたり
くちばしで水のしづくを一滴づつ運んでは
火の上に落としていきます
動物たちがそれを見て
「そんなことをしていったい何になるんだ」
といって笑います
クリキンディはこう答えました
私は私にできることをしているだけ
　　　（南米先住民の民話『ハチドリのひとしづく』より）
1．ピ－スボート2001　南回り世界一周の旅から
2001年１月16日から５月８日まで113日と，ピ－スボートで４ケ月近い
旅だった。93日の予定だったのが，ケニアのモンバサで船のエンジン故障
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があって，代替船を呼び寄せて乗り換え，20日延びたのである。
ピ－スボ－トについては，本誌第62巻第３・４合併号（1995年３月）と
第68巻第３・４合併号（2001年3月）で，それぞれ1994年と2000年の地球
一周クルーズを紹介しているが，1983年から若者たちが中心となって毎年
１～２万トンクラスの船を出しているもので，「過去の戦争を見つめ未来の
平和をつくる」というのがその合言葉となっている。はじめは，アジア・
太平洋地域だけだったが，90年から91年にかけて世界一周したのが皮切り
となって，今回の世界一周は12回目，クルーズとしては32回目になる。
使用した船はウクライナ船籍のオリビア号（１万5791トン），モンパサ
からはロシア船籍のルーシー号（１万2897トン）である。船路は東京－基
隆－ダナン（ベトナム）－シンガポール－セイシェル（インド洋）－モン
バサ－ケープタウン－ナミビア－リオデジャネイロ－ヴェノスアイレス－
プンタアレナス（マゼラン海峡）－バルパライソ－（チリ）－イースター
島－タヒチ―フィジー－ラバウル－チューク（トラック）－東京となって
おり，乗船者は393人，途中乗船者を含めると490人である。
各寄港地では各人の希望により，いくつかのオプショナル・ツアーがあ
る。もちろん，自由行動をとることもできる。最初の寄港地基隆では，私
は「台湾の現在過去未来」のコースに参加した。はじめに訪れたのは「台
北２・28記念館」である。1945年の日本降伏後大陸から派遣された陳儀長
官の悪政，官僚の腐敗，すさまじいインフレ，大陸への移送のための米や
砂糖の欠乏，前から住んでいた〈本省人〉に対し，彼らは日本の「奴隷化
教育」を受けたものとして，大陸から来た〈外省人〉の蔑視と後者による
行政その他あらゆる面での支配権力の独占と，民衆の憤懣は極度に達して
いた。47年２月27日，台北市でのヤミ煙草摘発の際の流血事件に端を発し，
翌日抗議に赴いた民衆のデモに，憲兵は機銃掃射をもって応えた。たちま
ち暴動は各地に広がったが，当局は本土から軍隊を呼び寄せ，至る所で罪
もない老若男女を虐殺した。その数は２万人にのぼる。
館内を回ったあと，私たちは館長をはじめとする国会議員，大学教授な
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どと意見交換を行なった。88年には本省人の李登輝が総統となり，2000年
の総統選挙でもやはり本省人で一つの中国論に対し台湾を主権独立国家と
主張する陳水扁が当選した。台湾のことは台湾の人たちが決めるという主
張はもっともである。
彼らはきわめて親日的で，口ぐちに日本の植民地だったころの“善政”
を讃えた。交通，教育，医療，殖産，司法などあらゆる面での整備がなさ
れたおかげで，戦後の台湾の飛躍的な発展がもたらされたという。それは
ともかく，彼らは日本の若い人たちはもっと日本に誇りを持てというので
ある。日露戦争でロシアを負かしたおかげで，ヨーロッパの諸国はアジア
を侵略できなくなった。日の丸・君が代，そして大東亜共栄圏等々，「新し
い歴史教科書をつくる会」の喜びそうな言葉がポンポン飛び出す。「慰安
婦」などはごく一部の問題だという。台湾の“平定”のため戦死した日本
兵の数が日清戦争での戦死者より多いことをご存じないのだろうか。同じ
植民地でも，いまだに反日感情の強い朝鮮とまったく対照的である。
つぎのベトナムでは，一昨年から私が里親になっている孤児院“Village 
of Mome”のイェンちゃんに会うつもりだったが，ちょうどテト（旧正月）
で，子どもたちはみな不在で会えず，お土産をスタッフに託して帰らざる
をえたかった。
フエ市のストリート・チルドレンのため「子どもの家」を建てた小山道
夫さんの船内での話は非常に面白かった。米大統領クリントンがベトナム
を訪れたとき，「我々が起こしたことは本当に悲しいことです」とは言って
も，かつてはベトナム反戦の闘士だったのに，謝罪の言葉はついになかっ
た。小山さんによれば，最近の世界の３大犯罪は，アウシュビッツ，原爆，
そしてベトナムの枯葉剤だという。アメリカはベトナム戦で今なお行方不
明の米兵2600人に１日１機20万円のヘリを3機チャーターして１ケ月捜索
したりしているが，100万人を超すベトナム側の行方不明者については，国
にも個人にもほとんど手つかずである。
ベトナム政府は，昔解放軍の兵士だった人たちには就職や住居などで徹
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底的に優遇するが，南ベトナム政府軍に属していた人たちはどんなに優秀
でも，まったくの冷遇である。
一党独裁のため政府の要職，学校長，会社の社長などはすべて党員で占
められる。上から下まで賄賂が横行し，首相が党員の腐敗堕落に警告を発
するほどである。
小山さんの著書で「ベトナムのカンボジァへの侵攻」という言葉が国に
有害として削除を求められるなど，言論の弾圧はきびしい。私は，党でも
官僚でも特権階級をつくらないため，大臣でも日曜日にはお隣りの人と買
い物の行列に並び，解放軍の兵士たちと，これと闘ったバティスタ政権下
の兵士だった人たちが，革命のセレモニーなどで嬉々として祝いあってい
るキューバを思い出した。
フィリピンからわざわざ船に来られたNGO“DAWN”の代表カルメリー
タ・ヌクイさんは，前年の12月東京で開かれ，旧日本軍の慰安婦制度につ
いて日本政府と昭和天皇を有罪とした「女性国際戦犯法廷」にも参加して
いる。“DAWN”は日本へ渡ったフィリピン女性たちやフィリピンへ観光
買春した日本人男性の子どもたちとその母親のフィリピン女性たちの世話
をしている団体で，「お父さんに会いたい」と願う子どもたちに日本での劇
の公演などによって父子再会の機会をつくっている。こうした日比の混血
児は約1万人という。日本の男性の無責任さを今さら思い知らされた。私は
日本人男性の一人として，100ドルを“貧者の一灯”とし，“DAWN”の後
援者として名前を連ねることを承諾した。日本政府への働きかけにより，
この前年は日本大使館から２万ドルの資金援助があったという。
ピースボートでは毎回のことだが，世界各地のこのような平和活動家と
近づきになれることが大きな楽しみである。南アの活動家アリソン・マス
ターズさんもその一人で，彼女は半世紀も続いたアパルトヘイトのなかで，
何度も投獄され，拷問を受けながら，節を屈せず闘い抜いた。1976年の中・
高生たちの決起をきっかけとして，反アパルトヘイト運動は全国に広がり，
政府軍の発砲により多くの血が流された。しかし，ねばり強い闘いの挙句，
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94年には黒人初のネルソン・マンデラ大統領が誕生することになる。
世界的な賞もいくつか受けているフォトジャーナリストのビクター・マ
トムさんも，アパルトヘイト時代に事実をフィルムにおさめ，危険を冒し
て秘密裡に海外へ送り続けた。彼は活動のなかで出会ったつれあいのJVC
（日本国際ボランティアセンター）南ア代表者の津山直子さん，２人の子ど
もと家族ぐるみで乗船された。そしてパラグアイ,ウルグアイ,ブラジル,チ
リの環境活動家たち，ハワイ独立運動家のポカ・ラエヌイさん，タヒチの
反核NGOヒッティ・タウ（「今立ちあがるとき」の意）の代表ガブリエル・
ラティアラヒ（通称ガビ）さん，フィジーの反核活動家ジョシュア・ナモ
ーゼさんなどなど。
私は，こうした活動家たちからそれぞれが抱える問題について話しても
らうだけでなく，せっかく乗船してもらって時間も十分あるのだから，彼
らに“豊かで平和”に見える日本にもいろいろな問題があることを知って
もらう必要があると考えた。それで前年もそうしたのだが，今回もピース
ボート発足以来のスライド約80枚を私のキャビンで上映して見てもらい，
ピースボートがどういういきさつで始められ，どんなところを回ってどう
いう体験をしたか，を話した。
初年度のサイパンやテニアンに行ったときのスライドでは，45年3月9日
夜の東京大空襲で，ここから発進したＢ29が，はじめ長方型の火の壁をつ
くって逃げられないようにし，それからの絨毯爆撃で一夜にして10万人の
焼死者を出したことを語り，“one hundred thousand?”と，１ケタ違うん
じゃないかと疑問が発せられた。しかもこのときの空軍司令官カーチス・
ルメイは戦後しばらくしてから日本を訪れたとき，航空自衛隊の育成に貢
献したとして日本政府から最高の勲一等旭日大綬賞を授けられたと聞い
て，皆さんは耳を疑ったようだった。無理もない。
731部隊を訪れたときのスライドでは，731の幹部たちが人体実験の細菌
戦の資料をアメリカに提供して戦犯から免れたこと，朝鮮戦争でこれを利
用してアメリカが細菌爆弾を投下したことを話したら，くりかえし事実を
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確かめられた。案外知られていないのである。
日本のことでとくに私が力をこめて話したのは沖縄問題である。銃剣と
ブルドーザーで強奪された基地の面積は日本の全基地の75％を占め，それ
が恒久化され，移設と称して新設がされようとしている。米軍将校がメイ
ドをレイプしたことを知った彼の妻が彼女に命じて庭に穴を掘らせ，射殺
して死体をその穴に埋めた。事実は公にされないまま，彼ら夫妻は帰国し
てしまった。これほどでなくとも，復帰29年たった今日なお，レイプ・轢
き逃げ，殺人といった犯罪が文字通り“daily”，１日に少なくとも１件は
沖縄のどこかで起こっている。アルゼンチンやチリの軍政下の人権蹂躙と
同様なことが沖縄でまかり通っているのである。１人の少女の人権も守れ
ない「安全保障」条約とはいったい何なのか。こうした私の説明に彼らは
唖然として言葉もなかった。
ときには酒も酌み交わしながらの，彼らとのこうした交流は大きな収穫
である。
ハワイのポカさんの独立の話で，私は94年のハワイ行きを思い出した。
そのときの知事は先住民系の人だが，93年ハワイ王朝転覆100周年に際し，
彼は米国政府に謝罪を要求し，上院は王朝転覆を正式に謝罪した。また，
100周年公式行事の際は，州知事がホノルル首都地域で星条旗を掲揚せず，
ハワイ旗を州政府関係の庁舎に掲揚させている。何でもかでもアメリカの
言いなりの日本を「アメリカの51番目の州か」という声があるが，とんで
もない。州以下なのだ。
今回のクルーズでとくに印象深かったのは，ヴェノスアイレスでのデモ
である。船が20日遅れたためヴェノス着が３月24日になった。この日は25
年前軍政が布かれ，その下で3万人の人たちが不当逮捕，行方不明になっ
た。睡眠薬で眠らされ，飛行機に乗せられて太平洋に突き落とされた人た
ちも多いという。私はイグアス一の滝へ行く予定だったのをキャンセルし
て，国会議事堂前から大統領官邸前までのこのデモに参加した。懐かしい
“鎌とハンマー”，チェ・ゲバラのプラカード，「革命的共産党」や「労働者
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党」の旗，星条旗を胸につけたハリボテに対し，「アメリカの政治的介入反
対！」のシュプレヒコール，何しろ見渡す限りの赤旗の波，波，波…。私
は夫君が行方不明になったアルゼンチンの活動家リカルド・オマルーロイ
スさんと「基地ノー！ヘルプジュゴン」のＴシャツ姿で歩きながら，日本
では久しく見られない革命的息吹をひしひしと肌で感じた。参加者は５万
人とも10万人ともいう。この回のピースボートの最大の収穫である。
事実，アルゼンチンではこの年に金融危機から暴動が起き，２週間で大
統領が5人も替わった。03年５月，その混乱を収束したキルチネルス大統領
は新自由主義をやめ，労働者の給料を引き上げた。そして郵便，水道，鉄
道などの重要事業を国営化した。この実績を受けて，07年にはその妻のク
リスティナが女性大統領となった。私のアルゼンチン訪問は文字通り革命
前夜だったのである。
長い船旅での船上の楽しみのひとつは，前にも書いたが，毎日３～５本
上映される映画である。台湾の２・28を取り上げた「非情都市」，「タイタ
ニック」，アパルトヘイトのなかでの闘いを描いた「遠い夜明け」，昔懐か
しい「望郷」，「禁じられた遊び」，「ローマの休日」，「風と共に去りぬ」，日
本ものでは「風の谷のナウシカ」「羅生門」など。アメリカの映画では，宇
宙人の地球攻撃を水爆で粉砕するなど，原水爆から，ひいていはこれを生
み出した戦争の正当化が目についた。とくにブッシュ大統領になってから
顕著になった軍産複合体を思えば，さもありなんという気がする。
ウクライナとロシアの船だが，日本人のシェフのおかげで，すし，うな
ぎ，すきやきや天ぷらなどの日本料理には不自由しなかったし，流しソー
メンまで出た。食べ放題飲み放題ということもあった。おかげで帰ってき
たら３キロ太ってしまっていた。
だが，体の面だけではない，前稿でも書いたことだが，ピースボートは
毎回「やらなきゃ！　というエネルギーとファイトを注入してくれる。
この回のピースボート参加から９年，相次ぐ違憲訴訟に追われてすっか
りご無沙汰したが，この間体もすっかりナマってしまった。それでも何と
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か体力を回復させ，機会をとらえてまた乗りたい。アフリカの，南米の，
南太平洋の平和活動家たちはどうしているかしら。歴史の大いなる転換期
にある今日を，そして新たな闘いを，彼らとともに語りあいたい。
2．ショウユ三ごうと米五ごう　─ある小さな“国際貢献”─
一昨年の５月法政大学自主夜間中学研究会兼法政大学尾形ゼミのOB・
OG会があった。大学院の教育学の教授から法政自主夜間中学のことを聞い
てくるようになったというＰ君，日本語学校で留学生に日本語を教えてい
たが，ある雑誌で知って，スタッフになったＴさん，法学部に在籍中経済
学部の私のゼミにモグり，夜間中学にその創設以来一貫して関わってきた
世話人代表のＭ君，後で見るように私の“挑発”にひっかかって夜間中学
を始めた“アホ”のＷ君とＮ君，登校拒否の小学生で，夜間中学の第１回
生だったＭさんとＲ君姉弟，ずいぶんいい年なのに夜間中学にすっかり入
れ込んで，毎回かかさず丁寧なレジュメをもとに特有な教え方をしていた
Ｓさん，そしてもうどちらも70歳をこえた在日の生徒で元気な姿のＨさん
とＫさんなどなど，20人ほど集まったころ，定刻の５時半をややすぎて，
楽しい集いは始まった。
はじめに本日の世話人であるM君からこの集まりの趣旨説明があった。
３年前に夜間中学設立20周年を祝う会があり，このとき第１号から第９号
までの総集編である「法政自主夜間中学20周年記念文集」が配布される予
定だったが，製本が間に合わずそれができなかった。
以来２年余をかけてようやく出来上がったので，その出版記念懇親会が
今回持たれる運びになったということである。
文集には1987年の「土曜日のかわら版スペシャル」を皮切りに，88年の
「春のたより」，89年の「めだかの学校」，90年の「春の声」，92年の「小に
して学べば即ち壮にして為すことあり，壮として学べば即ち老いて衰えず，
老いて学べば即ち死して朽ちず」，94年の「虹の架け橋」，96年の「みちく
さ」，98年の「いちばんぼし」，2005年の文集と９回にわたり，私を含めた
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スタッフと生徒たち延べ262人の手によるものである。内容は法政自主を
知ったいきさつ，そこで学んだこと，知り合った人たちのこと，自分の身
の上話，亡くなった仲間への追悼，法政自主の問題点など，広汎多岐にわ
たり，発足以来の法政自主の姿をあます所なく描き出している。
文集が配られ，夜間中学のいわば仕掛け人となった私の挨拶のあと，乾
杯，しばらくぶりに顔を合わせての懇談，一区切りのところで，一人ひと
り各々の自己紹介と近況報告，そしてまた懇談と，杯を交わしながらの語
りあいは，いつ果てるべくもなかった。機会があったらまたというＭ君の
締めくくりの言葉を最後に散会した。
夜間中学はこのごろＴＶでもときたま取り上げるようになったので，そ
の存在ぐらいは知っている人が割りと多くなったようだが，それでもまだ
まだ一般には無縁の存在である。大学の２部，高校なら定時制にあたるも
のぐらいに思っていた人たちは，義務教育である中学では，就労が認めら
れていない段階の生徒は当然昼の中学に通っているはずといわれて，認識
を新たにする。そう，文部（科学）省自体公けには認めず，理解ある地方
自治体（区市町村）が昼開設されている中学の「夜間学級」として設けて
いる文字通り「日かげ」の存在である。日本全国で35校，約3000人の生徒
が学んでいる。生徒の多くは，初めは戦争の混乱や貧困のため小学校にも
行けなかったという人たちだったが，最近ではさすがにそれは殆どなくな
り，登校拒否児や帰国子女などが多くなった。
99.9％の就学率を誇る日本の行政にとっては，夜間中学は「目の上のた
んこぶ」であり，特に1960年代にあっては，これはあってはならないとす
る行政管理庁の勧告により，絶滅寸前に追いこまれた。だが，引き揚げの
戦争孤児で，荒川の夜間中学で「生まれてはじめて差別のない社会を知っ
た」髙野雅夫さんは，夜間中学の生徒たち自身で手作りの文集と映画を手
に「１人の圧力団体」として各地をめぐり歩き，逆に夜間中学を増設に向
かわせた。
私は法政大学に在職中，教育経済論という大教室の講義に毎年何度か外
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部の人々をお招きして話をしてもらっていた。「教育の荒廃」などと私が口
先の言葉で語るより，現場で悪戦苦闘している人たちのナマの話をしても
らった方が学生たちにはるかに刺激的と考えたからである。その１人に荒
川九中の夜間中学生で57歳の白井家光さんがいる。その話は故中野正先生
の退職記念の本誌（1978年10月，第46巻第２・３合併号）に「感動の記録
と法政ランチ」と題して書いたことがあるが，ずいぶん昔のことなので，
ここにその話を要約して紹介する。
白井さんは那須岳の麓の貧しい農家に生まれ，母が亡くなった七つのと
き，隣の村へ子守奉公に出された。朝はまだ暗い３時，４時に叩き起こさ
れ，炊事，洗濯，掃除，風呂の後始末，馬の世話など，一切合財やらされ
る。どうしてもご飯に焦げができるが，そうすると主人に「何度言ったら
わかるんだ。今日１日飯を食わずにいやがれ」とこっぴどく叱られ，金火
箸で頭を叩かれる。裏の井戸へ行って水で腹を満たし，泣きながら母の名
を呼んだことも幾度か。
同じ年ごろの子どもたちは嬉しそうに新しい鞄を下げて学校へ行くが，
そんな姿を木かげからただ羨ましそうに，涙ぐんで見送るばかりだった。
そのうち，子どもをおんぶしたまま，後について学校へ行くようになる。
「ハナ，ハト，マメ，マス…」と聞こえてくる１年生の教室の窓の外に立っ
て耳を傾けた。背負っている子どもが泣くと，はじめは「うるさい，あっ
ちへ行け」と言っていた教師も，彼が字を覚えたがっているのを知ると，
親切に教えてくれ，ちびた鉛筆や残った紙などもくれるようになった。片
かなでも平がなでも何とか字を覚えて，仕事がつらいから連れて帰りに来
てくれと家に手紙を出したかったのである。
10歳になって，今度は東京へ丁稚奉公で，煎餅屋，八百屋，乾物屋など，
転々した。いちばん困ったのは，お金の計算がよくできないことだった。
おつりが少ないと客は文句をいうが，よけいだとそのまま帰ってしまう。
夜勘定が合わないと，「またお前だな」ということになる。注文を取りに行
っても，「オショウユオイッポン」などたどたどしく書いていると，「そん
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なにモタモタしているんならもういいよ」とお客を失い，いたたまれなく
なってそこを飛び出すという連続だった。
そうした人生の底辺ばかり歩いてきて，今荒川区の図書館の受付の仕事
をしている。夜間中学のあることを知り，入ってから今年が３年目で，役
所の書類を見てもどういう内容かわかるようになり，ほんとに有難いと思
っている。
「私と同様な人が全国に何千，何万といることを心に留めてください」と
結んだお話に文字通り万雷のような拍手だったが，実は何千，何万どこと
ではない。全国に200万近い未就学者がおり，さらに毎年何万人のオール
１，形式中卒が加わるのである。その一人の女性が日教組の教研集会で「字
の読み書きも計算もろくに出来ず中学を卒業させられた
4 4 4 4 4 4 4
私が，仕事にも就
けずにさんざん味わった苦労を判ってもらえるか！」と訴えたのに，満場
寂として声がなかったという。
白井さんのお話があった後，ゼミでは夜間中学の班ができて，継続的に
この問題を調べるようになった。はじめて驚いたのは，生徒の大多数が女
性，それも大阪とか広島とか言った西の方である。調べてみると，それが
朝鮮人のお母さん＝オモニであることが判った。戦争中日本に行くといい
給料の仕事があるなどとだまされたり，強制的に連れてこられた人たちで
ある。朝鮮は，今の北・南でもそうだが，後で見るように男女差別が激し
く，男の子は学校へやっても，女の子はいかせないということが少なくな
い。日本語をいやおうなしに話はできるようになっても，漢字も仮名も読
めない，書けないままの人たちが50や60という歳になって，読み書きがで
きるようになりたいと夜間中学にやってくるのである。　
こういう夜間中学にも入れない人たちのため，ボランティアたちが自腹
で公共施設などを借りて教室にした自主夜間中学校が，少ないけれど方々
に作られた。東京近辺では公立の夜間中学が９校あるが，自主夜間中学は
千葉県の松戸，埼玉県の川口，都内では江東区の枝川と，どれも公立化の
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要求を掲げている。
２部ゼミの夜間中学班が松戸の自主夜間中学に行って調査し，またスタ
ッフとして教えてきた体験が報告された。週に２回の夜，市の施設を借り
てやっているが，その使用料が月に２万何千円というのである。法政で学
生団体が教室を借りるのは無料ですむ。「法政でやったらタダなのにな」と
私は言った。それから２，３日して，ゼミ長のＭ君とモグリのＴ大生が真
面目な顔をして私の研究室へやってきた。アホども，みごとに私の挑発に
ひっかかって，法政で自主夜間中学をやりたいという。だが，私は「こり
ゃ大変なことになったな」と内心では思った。
1985年新学期の９月，「法政自主夜間中学」の開校となった。教室は大
学のゼミ室を借りて，毎週土曜の夜，週1回で，最初の入学生は登校拒否の
小学生２人と形式中・高卒のオバちゃん１人の計３人である。
だが，この開校が方々に知らされたらしく，次々と入学者が出てきた。
とくに，年が代わっての４月以降ワッと大量入学があった。ほかのいくつ
かの公立夜間中学を卒業させられたオモニたちである。私のところへベテ
ランの公立夜間中学の教師から「よろしく頼む」という電話もあった。も
ともと自主夜間中学はいつ入学しいつ卒業という学年暦などありはしな
い。いつ入ってもいいのである。ないといえば年齢制限も住居制限もない
し，通知表もない，卒業証書もないといったないないづくしの学校，それ
も隣の教室では学部のゼミをやっていたりする「大学の中の夜間中学」で
ある。生徒は20人をこえ，教室も１つだけでは足りず，３室とまでなり，
それも満員である。土曜日の夜だから大学の授業はほとんどない。
さて困ったのは教えるスタッフである。生徒一人ひとり文字通り千差万
別の学力で，一斉授業などできはしない。日本語の読み書きを習いたいと
いうのがほとんどだが，中学程度の英語とか数学とかいう予想外の希望が
あったりする。２部のゼミだけでなく，１部（昼間部）のゼミ生も参加す
るし，私が主宰する市民講座の「法政平和大学」や学外での講演，いろい
ろな新聞や雑誌など，機会ある度に宣伝これつとめて集まってきた社会人
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や主婦が増えてきた。とくに私が定年で法政を辞めた94年以降は後者プラ
スゼミＯＢ・ＯＧだけとなった。
こうしたスタッフの中には，はるばる赤城山の麓から何時間もかけて来
るというのや，開業医の看護婦をしていて医院には内緒でという女性，世
田谷にある大学から1時間もかけて私のゼミにモグっている女子大生など
もいる。そうしてまで彼らを惹きつける夜間中学の魅力は何なのだろうか。
50から60，70という歳になって，孫に手紙のひとつも書いてやりたい，
新聞を見て今世の中でどういうことが起こっているのか知りたいと，それ
こそ孫みたいな学生たちに「あいうえお」から始まって字を教わっている。
「何年も来ていたおかげで，前は市役所で人に名前を書いてもらっていたの
が自分で書けるようになった」と目を輝かせて語る彼女たち。近所の人に
「何でその歳になって遠い法政にまで行って勉強しているのか」と聞かれ
て，「わからなかったことがわかるようになる。こんなうれしいことはな
い。」親と教師に尻を叩かれても勉強させられてきた学生たちは，彼女たち
に学ぶ喜び，学ぶということの意味を教わる。授業のあい間にポツリ，ポ
ツリと語る，後で見るようなオモニたちの受難史は，日本帝国主義がかつ
ての朝鮮に，彼女たちに，何をしたかを教えてくれる。ここに来たのがき
っかけとなって，朝鮮問題に首を突っ込むようになった学生もいる。
教える，教えられるというのは決して一方的な関係ではない。教える者
が教えられ，教えられるものが教える。お互いに学びあうほんとうの学び
の場がここにある。
法政平和大学は法政自主夜間中学創設の２年前の83年に「映画と講演で
平和を考える」市民講座として，５月から12月まで月１回，土曜の午後に
法政大学の大教室で開かれた。仕事の都合や遠隔地居住のため出席できな
い人たちのためには講義録を送る「通信教育」もあり，少人数の連続講座
や昭和天皇没後の「天皇問題を考える」をはじめとする番外講座も含め，
私が主宰する10年間に延べ３万4000人の受講者を集めた。これまで度々出
てきた「モグリ」は受講の正規の手続きもせず，受講料も払わないで，講
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義やゼミに出席するものである。単位や卒業免状に関わりなく，「学ぶ」こ
とだけが目的のニセ学生こそが，学生証を持っている学生と違うホンモノ
の学生であるとして，私は長らくそれも公然と奨励してきた。これらはど
ちらも法政自主夜間中学と同様，膨大な公費助成も受けて天下の公器を名
乗ってもその実おおかた就職予備校に堕している大学でメシを食いなが
ら，「獅子身中の虫」としてそこに小さくとも風穴を開けてほんもののウニ
ヴェルシタス＝学問共同体を実現しようとするものである。
「記念文集」からオモニたちの「受難史」を拾い上げてみよう。
「私は韓生まれです。昭和二十六年六月に大阪尼ケ崎にきました。それか
らが，私の日本の人生の始まりでした。ショウユ三ごうくらいと，米五ご
うくらいしかありませんでした。主人は働いてお金があれば，けいりんに
毎日かよっていました。お金がなかったら時計やカバンまでシチヤにいれ
るしまつでした。二十七年七月一九日長男が生まれました。それから子ど
もははしか，主人は大しゅじゅつ，それからお金がなくなって，しょくあ
んにたのんで日本ガラス工じょうに働きにいきました。そのときは，一日
二百四十円もらいました。キリンビールがい社は一日三百円もらう時代で
した。たうえしに行ったら朝七時から夜七時まで七百円もらいました。い
ちばんつらいしごとはちっくまのしごと，土ほるのとかごかつぐしごとが，
かたがはれて泣いたこともありました。私の人生は山あり谷ありいろいろ
ありましたが，今はしあわせだと思います。
夜間中学がありまして，心からかんしゃしています。先生のみなさんあ
りがとうございます。
私はいっしょうけんめいならいまして，女のいっしょうをかきたいとお
もいます。」（Hsさん）
「ショウユ三ごう」と「米五ごう」，ハッと思い出した。10何年前か前の
文集で深く私の心に突き刺さっていたこの言葉，今になって甦ってきたの
だった。
「私は昭和四十九年に日本に来て，最初は言葉もわからないし，文字の読
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み方もわからなかった。それで働きました。その間言葉が通じなくてまち
がえた仕事も多く，そのため神経を使いすぎて，頭がいたくなり，夜寝ら
れなくなったりもしました。
しばらくすると，調理場がつぶれて，三年前，ちがうお弁当屋の店で働
き出しました。そこでもいろいろな字があっても書けなかったので人にた
のんだりして苦しい時，三年前からの知り合いだったＫさんのおかげさま
で話をきき，法政の自主夜中へいっしょにくるようになりました。」
「私の一日は朝早く起きて，仕事に行くことから始まります。今年は寒い
日が少ないので，私はたすかります。最近は体がつかれやすくそのために，
すぐ風邪をひきやすくなります。体が弱くなると何をするにも，楽しみが
すくなくなります。
私の仕事場はおべんとう屋です。朝五時三〇分に起きて，お店には六時
までに入ります。私はまずあげものをしてそれをおべんとうにつめて台の
上に並べます。
朝買っていくお客さんはすくないのですが，お昼になると，とてもいそ
がしくて目がまわりそうです。そのためお昼ごはんを食べるのは二時ごろ
になってしまいます。そのあと翌日の準備をして，やっと仕事をおわりま
す。家に帰ってくるとクタクタでなにをするきがしなくなります。
何度かやめたいと考えたこともありましたが，おもいきりやめることが
できなくて，いまでもつづけています。これからはだんだん年をとってい
くので健康を考えて無理をしない生活をしていきたいと思います。」（Kさ
ん）
Ｋさんは夜間中学のプリマドンマ，美女ですばらしい美声の持ち主であ
る。夜中ではつれだって日帰りや１泊で高尾山，箱根，奥多摩，神奈川，
秩父などに行ったことがあるが，いつもチャーミングな笑顔と美しい歌声
で宴席を盛り上げてくれた。
「ちいさいとき国の学校を二年はんくらいいきましたけれど，父さんが名
前が書ければいいと言って学校をやめましたけれど，結婚をして，日本に
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来て字も言葉もわからないので，なん年かん泣きとうして，いるうちに夫
は戦争のため徴用に行きだんだん戦争が厳しくなって，空襲けいほうがな
ると子ども三人をつれて，あるうちに逃げてしまいました。戦争がおわっ
て夫が帰ってきても仕事はなくそのときの苦しみ，いまかんがえると，ゆ
めみたいです。私は七十歳すぎて故郷いっても両親がいるわけじゃなし日
本で夜間中学行くのが楽しみで，先生達にいろいろ学んでいます。」（Km
さん）
「山奥の家が十五けんぐらいある村で，夜の学校ができました。
お友達は学校へ行っているのに，私は父に相談したらはんたいしました
から泣きました。私が十二歳のときでした。お友達が学校に行こうとさそ
うので，母さんに『学校へ行きたい』といったら『お父さんにきかなきゃ』
といいました。父は『女は勉強しなくてもいい』と返事しました。『女は字
を覚えるとよめに行ってから，いいこと悪いこと書いて送ると親の胸が痛
い』といいました。でもお母さんに『友達はみんな行っているのに』とい
いながら泣きました。『じゃ行ってみなさい』といいました。お父さんに知
れないように本を買ってくれました。びくびくしながら学校へ行きました。
二日目の夜お父さんが麦ばたけで待っていました。本をやぶき，スカ－ト
をぬがしてやぶき，『行くな』というので学校をやめました。（Hnさん）
「やかんちゅうがくのことは，ともだちにきいてしりました。まいしゅう
くるようになってから，ともだちにあえてたのしいです。わたしはやかん
ちゅうがくにくるようになって，ひらがなわかるようになりました。ひら
がながわかるようになったので，でんしゃにのるときこまらなくなりまし
た。いつくすりをのめばいいのかわかるようになりました。これからもも
っとべんきょうして，じをいっぱいおぼえたいです。なるべくやすまない
で，いっしょうけんめいがんばります。「（Msさん）
そしてKhさんの「私の初めての恋文」
「韓国人として，今まで誇りを持って生きてきて，早や七十七年の歳月が
過ぎました。
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日本に来たが十七歳の時でした。釜山から船にゆられて九州について，
それから東京のおじさんの所で世話になりました。家の仕事をしているう
ちに，主人を紹介され間もなく結婚しました。戦争中のため，式はあげな
かったけれども，近所の人たちが集まってお祝いをしてくれました。私は
十八歳で主人は二十六歳でした。それから六十余年，子供は七人恵まれ，
立派な大人に成長し，神様に感謝の日々を過ごす今日このごろです。
さて法政の夜間中学生ですけど私は，日本の言葉，字を学ぶきかいに恵
まれずに過ごす家庭だけの毎日でした。あるきっかけで夜中の事を聞き，
かよううち字が書ける喜びで，夜も寝ずにぼっとうする日が続き，幸福の
日々も続き主人に感謝の作文を書き渡した時は，主人は何度もくりかえし
読んでいたのを思い出します。きっとなみだぐんでいたでしょう。その時
のうれしさが今も思いうかび，字を学び書けるということは，相手に気持
ちを伝え，心を伝えるそれだけ尊いことだと，私は法政の先生たちに感謝
の気持でいっぱいです。カムサハムニダ。（有難うございます）」
だが－
「次男が日暮里に気に入ったマンションを借りたいから不動産屋に行っ
て『私は韓国人の二世で税理士をしていますが，おたくにでているマンシ
ョンを貸してもらえますか』と言って家主に聞きました。その返事は韓国
人には貸しません。焼肉とキムチを食べるからということでした。
今時まだそんな差別をしている人がいるのかと思うと腹が立ちます。」
（Shさん）
まったく！
それにもかかわらず，
「さむいさむいといってもせつぶんがすぎるとやっぱり春ですね。
ガラスのまどにやさしくさしてくれる日ざしが　人間のきもちをあかる
くしてくれる　あさの日ざしがなんともいえないほどきもちがいいです
ね。あの日まどから見える椿の花のつぼみが　かたくつぼんだつぼみがい
つのまにかきれいにひらいて　一りん二りんさきはじめるのに　おもいが
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けないゆきがいっぱいふって　いちめんに花がみえないほどゆきをかぶっ
て　えだがおれるほどぶらさがっているのに　そのゆきのあいだからちょ
っぴりみえる花びらがなんともいえないほどきれいでした。　その花をじ
っとみつめてかんがえたことが　なんで椿の花はこんなにつよくってすば
らしい花だなあとおもいました。
そのとき　わたしのかんじたことは　わたしもこの花のようにつよいき
もちで　いっしょうけんめいにがんばります。」（Tsさん）
「ショウユ三ごう」と「米五ごう」の生活を強いられ，いまだに在日とし
て差別にさらされながら，いや，それだからこそ，はじめて覚えた漢字を
「美しいという字はなんと美しいんでしょう」，「走るという字はほんとうに
走っているみたい」と語る。なんとゆたかな感受性であること，やさしい
心根であることか。
社会人のＴさんは夜間中学のスタッフであるだけでなく，中心的存在の
Ｍ君が職場の都合で８年間も地方に勤務していたとき運営の主役だった。
彼女はいう，
「日本の歴史教科書がアジアで大きく問題にされたころ，日本語学校で留
学生に日本語を教えながら，余りにも過去の歴史の罪深さに自分自身消え
入りたいような気分でした。でも一人でいくら悲壮になっても何にもなり
ませんでした。かといて，慰安婦問題などにとり組むいろいろな運動で私
に何かできそうだという思いもありませんでした。
それが突然，『夜間中学スタッフ募集』の記事を目にしたのです。私は
『私にできるのはこれだ』とその時思いました。」
また同様なＡさんはいう，
「ここ（法政自主夜間中学）の生徒さんは，よく『先生ありがとう』とい
う言葉で作文をしめくくります。私はこの作文の中で，今まで余り言う機
会のなかった『ありがとう』を生徒である在日一世の皆さんに贈りたいと
思います。
私は，日本人は近代以降の韓国，朝鮮の不幸な歴史を生み出すことに加
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担した大きな責任を負っていると考える一人です。そして，その償いは金
銭で果たせるものではなく，日本人が今の韓国，朝鮮の人々と向きあい，
交流を深める中で徐々に果たされてゆくものだと思っています。
しかし，悲しいかな，今の日本では，沢山いる筈の在日の方々とさえ，
出会い話をする機会はあまりありません。もし自主法政夜間中学と出会わ
なかったら，かつての日本人の過ちを償い，歴史のほころびを繕うチャン
スは与えられなかったと思います。
ほんとうに，ほんとうにささやかな償いですが，文字を学ぶという楽し
さを通じて，生徒さん達の人生の目盛りがいくらかなりとも『幸福』のほ
うにふれるならば，私にとっても喜ばしいことです。
日本人に学ぶことを潔しとし，私たちの交流の回路を開いてくれた生徒
さん達にお礼を言いたいと思います。
皆さん，日本人に心を開いてくれて，ありがとう。
時間を割くことも，話をすることも，意外に難しいものですけれど，私
は私に与えられたこの夜中という場で，自分が与えられたものを提供し続
けたいと思っています。」
北朝鮮への日本人拉致問題が大きく取り上げられるようになってから久
しい。だが，過去の戦争のなかで，100万人とも200万人ともいわれる朝鮮
人，さらに無数の中国人が，日本にだけでなく，アジア，太平洋各地に強
制連行されて，強制労働や性的奴隷の仕事を強いられ，亡くなりまでした。
謝罪や補償も，戦後60年をこえる今日なおほとんど為されていないこと
に，私たちは目をつぶっているのではなかろうか。
法政自主夜中はほかとちがって特定の地域の人たちを対象としたもので
はないため，生徒たちが高齢化して肉体的にもさまざまな障害で遠距離か
らの通学が困難となるにつれ，その数は減少し，現在開店休業状態になっ
ている。だが，韓国併合100年をふりかえり，これがほんのささやかなもの
であるにせよ，「対米貢献」でないほんものの国際貢献だったことは，私が
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これを報告した国際的な会議で参加者から受けた賞賛を見ても，きわめて
明らかであり，誇りとしてよいであろう。
3．泥沼のベトナムふたたび　アフガン戦争
アメリカの9.11事件からもう９年余り，大統領は代わったが，アメリカ
はアフガニスタン戦争で抜きさしならぬ泥沼にはまりこんでいる。
あの事件はテロではなく，謀略ではないかという声が他ならぬアメリカ
で高い。戦争を始める口実として仕組まれたというのである。アメリカが
ベトナム戦争で北爆のさい持ち出したトンキン湾事件がそうだった。そう
いわれてみると，世界貿易センターの二つのタワーが飛行機の上層への激
突だけでわずか10秒後に根底から崩壊してしまったというのはいかにも
おかしい。そしてそこから100メートル離れた第７タワーが崩壊したのも
なぜか説明がつかない。ツインタワーの崩壊のさいはがれた鉄柱が，150メ
ートル離れたビルに突き刺さったのも不可解である。ペンタゴンへの激突
は生じた穴があまりにも小さすぎるし，そもそも世界一厳重に警戒されて
いるペンタゴンに攻撃が加えられるというのはありえないことである。
それとも，ありえないことが「テロ」によってなされたのであろうか。
アメリカは世界中に張りめぐらした衛星通信傍受網エシュロン，300キロ
メートル上空から地上の自動車のナンバープレートも読みとって即時基地
に通報するスパイ衛星，象のオリというありとあらゆる電波を受信できる
スパイアンテナなどで，世界中のすべての活動をキャッチしている。それ
にもかかわらず，そしてあれだけの絶大な武力をもちながら，所詮武力を
以てしては民衆の安全は守れないということを，9.11事件は如実に示した
ということになるのだろうか。
いずれにせよ，事件が起こるやブッシュ大統領は「これは戦争だ」と即
座に断言，上下両院でバーバラ・リーさん唯１人の反対のみで武力行使を
含む絶大な権限を取り付けた。そして当局による盗聴などを含む「反テロ
愛国法」を成立させた。戦争に反対する1高校生は退学，アメリカ国民全体
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が総ヒステリー症状となった。
無理もない。太平洋戦争初期での日本の潜水艦と飛行機による米国西海
岸の砲爆撃というごくささやかな例を除けば，米本土が攻撃された例はな
いのだから。だが，アメリカの歴史は数千万人に及ぶ先住民の虐殺に始ま
る侵略と殺戮で血塗られている。湾岸戦争では15万人のイラク人が殺さ
れ，その後の経済封鎖では，優に100万人を超えるイラク人が死んだ。アフ
ガンの民間人死者は9.11の犠牲者2,800余人どころではないし，医療や食糧
の途絶のため命を落とした人たちも数限りない。イラク侵略では65万人の
死者があるといわれる。
ブッシュ大統領は何ら明確な証拠を示すことなく，オサマ・ビンラディ
ン氏を事件の首謀者と決めつけ，彼を匿っているとするタリバン政府のア
フガニスタンへの空爆を開始した。これは1970年の武力行使を伴う復讐行
為を禁止した国連総会決議をはじめ，さまざまの国際法に違反するもので
ある。世界最強の国が，ソ連の侵攻以来20年に及ぶ戦乱で疲弊した世界最
貧の国への攻撃，それもありとあらゆる残虐な爆弾を使ってである。
クラスター爆弾は一つの親爆弾に202個の子爆弾が詰め込まれており，
これがパラシュートで５キロ四方の広範囲にばらまかれる。子爆弾は地上
に着弾して爆発すると300個の鉄片に分裂し，それはライフル銃の弾丸の
速度で人々を殺傷する。しかもこの子爆弾のほぼ１割は不発となり，地雷
の役割を果たす。
燃料気化爆弾「デージーカッター」は７トンという巨大なもので，高空
からパラシュートをつけて落とす。中に入っている油とアルミニュームな
どの混合燃料の霧を空中に拡散させ，第２次爆発で点火することで高圧と
高熱の衝撃波を作り出して人間を殺傷するだけでなく，霧の範囲外にいる
人間も急速に酸素を奪われ窒息するか，気圧差で内臓をつぶされるという
ものである。「爆発すると地獄になる」と言われ，核兵器に匹敵する殺傷能
力を持つ非戦闘員を含む無差別爆弾である。
バンカーバスターCBU爆弾も使用された。これは劣化ウランを弾体に使
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い，30メートルの地中を貫徹して，地下で爆発して地下の構造物を破壊し，
人々を殺傷する。
こうした爆弾での最大の被害者は子どもである。殺されただけではない。
生き残った６歳の子はその後一言もしゃべらず，一歩も歩かなくなった。
またある幼児はものすごい爆裂音で鼓膜を破られ，精神に変調を来してし
まった。絶えず全身を痙攣させながら声を立てて笑っている。しかし，目
が笑っていない。血も凍るような光景を瞳に残したまま，これ以上はない
恐怖のまなざしで顔と声だけがヘラヘラと笑っているのである。
事件の翌日の安保理決議も決してアメリカに武力行使の権限を付与した
ものではない。またタリバン政権打倒を目指すということは国連憲章１条
２項「各国人民の同権及び自決の原則の尊重に基礎をおく諸国民の友好関
係を発展させる」という各国人民の自決権を侵害するものである。
空爆による民衆の被害は初め「誤爆」とされていたが，やがてその言葉
も消えた。9.11の犠牲者には１人当たり平均165万ドルが政府から支給され
たが，アフガンでの民衆の死者の遺族から米政府に対し補償要求が出され
たのに対する回答は，１人当たりわずか1,000ドルだった。人命に軽重の差
はないはずである。
アメリカの報復戦争のもたらしたものは何だったのか。目標としたオサ
マ・ビンラディンは捕捉も殺害もされないまま行方もわからない。「不朽の
作戦」は完全に失敗した。開戦２ヶ月でタリバン政権は打倒されてアメリ
カの傀儡カルザイ政権ができたが，治安は今日に至ってもきわめて悪く，
NGOの救援活動も著しく困難となって「国境なき医師団」も撤退のやむな
きに至った。訪米したカルザイが「アフガンに帰りたくない」と言って，
ブッシュにたしなめられる有様である。大統領暗殺未遂事件もあった。
「9.11はアメリカの軍と経済の象徴（ペンタゴンとワールド・トレード・セ
ンター）を瓦礫に変えたが，アメリカは瓦礫のアフガニスタンを砂にかえ
した」打ち続く内乱と干ばつのための無数の難民に加えて，数百万の難民
が生み出された。アメリカの報復戦争はアフガンを崩壊しつくし，殺しつ
313
くし，生き残った者には耐えがたい飢餓と寒さと貧困をもたらしたのであ
る。
こうしたアメリカのアフガン戦争に，日本は“Show the flag”の“命令”
に唯々諾々として従った。湾岸戦争のときは130億ドルの支出はしながら，
何ら人的貢献はしなかったという非難に応えるべく，今回は何が何でもは
じめから“自衛隊の出動ありき”である。この年の９月19日，小泉首相は
閣議決定を経ることもなく，アジア・太平洋戦争後はじめて，自衛隊の海
外派兵を含む戦争参加を単独記者会見という形で発表した。そしてこれを
いわば手土産に訪米した首相は，「アメリカの報復行動に同盟国の一員とし
て最大級の支援と協力」，「国内の法整備など」をブッシュ大統領に約束し
た。そして10月には異例の短時間で立ち入った審議もないまま，テロ対策
特別措置法を強行成立させた。そして，11月にはこれに基づいて自衛隊が
インド洋に派兵されることになった。
この法律での自衛隊の協力は戦闘行為が行なわれていない後方地域であ
り，憲法違反にはならないと，政府は言う。だが，昔と違って今日では前
線も後方も区別はない。これまでのカンボジァや東チモールなどへの自衛
隊派兵と異なり，今回は戦争への参加である。小泉首相自身も，国会答弁
のなかで「法律的な一貫性，明確性を問われれば，答弁に窮してしまう」
と言い，「憲法前文と９条の間にはすき間がある」と言った。だが，「すき
間」というより大きな断絶があるのは，憲法前文及び９条とテロ特措法の
間にほかならない。
日本はこれまで間接的には米軍基地の供与で朝鮮，ベトナム，イラクの
人たちを殺すことはあっても，国の名において直接に海外の人たちを殺傷
することはなかった。それが今や，平和憲法が完全に無視されて，戦争へ
参加することになったのである。
02年11月の沖縄問題を考える埼玉県・浦和でのある集会で，「日本は民
主主義の国なはずなのに，憲法違反の法律がつぎつぎ成立するのはどう考
えてもおかしい」という一主婦　の発言をきっかけに，テロ特措法・海外
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派兵を違憲として訴えようという声が急速に上がっていった。翌03年に入
り３月９日には「テロ特措法・海外派兵は違憲　市民訴訟の会」が私を代
表として結成され，７月11日には原告253人を以てさいたま地裁に国を相
手として提訴の運びとなった。請求の第1はテロ特措法の無効確認，第2は
派兵した船舶の帰還というつつましいものである。賛同者は主義，主張を
こえ1500人をこえる。また台湾の15平和団体やアメリカ，オーストラリア，
ブラジル，ポーランドの平和活動家（チャールス・オーバービー，ハワー
ド・ジン，ノーム・チョムスキー　など）から訴訟の趣旨への賛同のメッ
セージを頂いたし，彼らは小泉首相へも抗議文を送ってくれた。
私たちは12月にアフガニスタンの実情を調査するため，またできたら直
接の被害者たちに私たちの訴訟に加わってもらいたいと，私を含む３人が
ビデオ撮りの２人とともに11日間パキスタンとアフガニスタンに赴いた。
今回の旅の宿泊はおおかた協力してくれたマレーシア系の医療NGOの
PIMA（Pakistan Islamic Medical Association）の宿舎である。はじめに驚
いたのは入国の際の賄賂である。アフガニスタン領事館で翌々日の入国だ
と，１人当たり40ドル，翌日だと30ドルという。翌々日の５人分計200ド
ルに何と領収書をくれた。タリバン政権のときは処分が厳重で賄賂はなか
ったのが今の政権になってから公然化したと聞いていたが，まさか受け取
りまでくれるとは思わなかった。
翌日PIMAの車で3000メートルの峠を越えて国境の町チャマンへ。この
日から難民キャンプ回りが始まる。
飛行機で見ても，地上に降り立っても，砂漠と岩山だらけで緑というも
のは一切ない。破壊された橋や建物，地雷の所在を示す標識，そして至る
ところに墓地が目についた。川にはおよそ水がない。
夜半にアメリカの爆撃を受けて身寄りを殺された子どもたち，「故郷に帰
りたいか」と聞かれても，「帰りたいと思うが帰れない」とうつろな目で訴
える人たち，爆撃で怪我をした弟を抱いて「どうしてこんなことに…」と
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つぶやく少女。布を継ぎ剥ぎのテントの床は薄い毛布を敷いただけ，暖房
などありはしない。薪は高価で手に入らないという。
標高は千メートルから２千メートル，11月から３月までは零下10度から
30度近くになるらしい。朝になったら，親子５人が固く抱きあったまま凍
え死にしていたという昨年の痛ましいケースが今年も繰り返されるのだろ
うか。水道の傍らで大きなポリタンクを何個かつんだ手押し車をいたいけ
な少女が押していた。シャワーなどもちろんあるわけがない。おそらく体
を拭く水にまではまわらないらしく，みんな手首などは真黒である。怪我
をしていてもつける薬もないのだという。
難民キャンプは，特に爆撃の激しかったカンダハル周辺を回った。この
７月，結婚式のところを爆撃されて，車で６，７時間かかってカンダハル
の病院に負傷者が運ばれたことがあった。その病院を訪れてその時のこと
を訊ねたら，勤続20年，病院のことは知りつくしている外科医が「私は何
も知らない」と答えたので唖然とした。そして訊ねもしないのに「タリバ
ン政権のときは給料をくれなかったのに，今はもらえるようになった」と
言う。アメリカの傀儡政権下の言論統制の厳しさをまざまざと見せつけら
れた思いがした。
こんなぐあいだから，訴訟の原告を見つけようなどとんでもない。町に
はCIAがうようよしているのである。こちらの目的は断念せざるをえなか
った。
私たちに面と向かって示されることはなかったが，これまで非常によか
ったイスラムの対日感情は日本の参戦で決定的に悪化したという。自動車
から「日の丸」の標識や「JAPAN」という文字は消され，後には星条旗と
ユニオンジャックとともに日章旗が焼かれる事件もあった。ずっと後にな
るが，ペシャワール会でイスラムに献身的奉仕をした伊藤和也さんが凶弾
に倒れるという痛ましい事件まで起きることになる。
病院にはクラスター爆弾注意のポスターがあった。このための被害者が
多いらしい。ラオスでは戦後30年の今日，なお1000万個の不発弾が“地雷”
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として残っていると推定され，住民の被害が続いている。その残虐さに人
権団体から規制の声がかかっているが，アメリカは全く耳を傾けようとし
ない。
一つ気がついたのは，新政権下のこの１年，物価が２倍から３倍になっ
ていることである。日本を出るとき調べたら，平べったいパンの主食ナン
は2000アフガニだった。それが今は6000アフガニ（日本の10円），道傍で
売っているコーラが２万アフガニだから日本の1/3ぐらいである。それに対
して，労働者の賃金は朝から晩まで働いても年収が日本の金にして10万円
足らず。アフガンは子沢山だから１人１日で計算すると数十円の生活費に
しかならない。１日１ドル以下で暮らしている極貧層が世界に10億人いる
というが，１ドルのまた数分の１である。
今いちばん不足しているのが，ナンを作る小麦粉と食用油，それに薬だ
という。行く前に日本で集めたカンパ100万円はPIMAに託した。集会とい
う集会には顔を出して，訴訟の賛同とカンパをお願いしたのだが，あの時
は人の顔がお札にみえたものだった。
帰途，パキスタンのラホールで貧しい子どもたちを教育している団体フ
ァラヘダーレン・トラストを訪れ，子どもたちの歌や踊りの大歓迎を受け
た。ここでもそうだが，PIMAの人たちとも夜は酒はなくとも（イスラム
は禁酒），民謡のやり取りなど，心温まる“民際外交”ができたことは大き
な収穫である。今後もこうした人たちとの繋がりを大事にしたい。
さて帰国しての暮の25日，第２回の口頭弁論である。提訴時，第１回，
今回と裁判長が次々と変わった。そして今回の裁判長は「次回結審もあり
うる」という暴言である。なにしろ自衛隊の参戦で，アフガンの子どもた
ちの殺戮に私たちの税金が使われているという重大事態なのに，十分な原
告の陳述，専門家の証言，証拠調べなど，実質的な審理はまったくない。
「被告（国）は原告の訴えの速やかな棄却を求めている。この段階で従前
の判例により判断できる」という裁判長の発言は，３権分立の原則を否定
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し，政府ベッタリで，司法の職責を自ら否定するものと言わねばならない。
こうして事実審理はまったく行なわれないまま，わずか３回の口頭弁論
で03年６月，訴えは却下，棄却された。私たちは即刻東京高裁に控訴した
が，これまたわずか２回の口頭弁論で04年棄却の判決が出た。
どちらも，主な理由として，自衛隊の派遣は原告にとり「具体的な権利」
の侵害がないから，争訟性がない＝裁判の対象にならないというのである。
だが，前に見たような何の罪もないアフガンの人たちの殺傷に私たちの
税金が使われ，間接にせよ，私たちが加害者にされていることに裁判官は
心の痛み，良心の呵責を感じないのだろうか。「具体的」というのは金銭の
損害や身体的傷害など，目に見えるものだけでは決してない。精神的なも
のもあるのだ。
この不当判決に対し，私たちは最高裁に上告したが，04年12月棄却の判
決が出された。世話人会で再審請求するかどうか検討したが，つぎの新た
な闘いに全力を傾注しようと，私たちはこれを断念し，「テロ特措法・海外
派兵は違憲　市民訴訟の会」は05年３月解散となった。
イラク派兵違憲訴訟もそうだが，私たちの訴訟はこれまでの自衛隊海外
派兵違憲訴訟と決定的に異なる。それは戦後半世紀余り少なくとも国の名
において他国の人を殺したり，（朝鮮戦争のさいの１人の海上保安官を除い
て）殺されたりすることのなかった輝かしい実績が否定されることについ
て，あらためて憲法前文の「平和的共存権」というより「平和的生存権」
を問い直すものである。
そうした意味で，私たちの戦いは埼玉県を中心としたものだけに，マス
コミも大きくとり上げず孤立したものとなったが，それはこれから見るよ
うな，全国に怒涛のように広がってついに大きな前進を見たイラク派兵違
憲訴訟の先駆けをなすものだったと誇ってよいのではなかろうか。
昨年11月アフガニスタンの大統領選でカルザイ現大統領の再選が決ま
った。決選投票の中止という異常な決着である。
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この９年あまり，汚職や非効率な行政，タリバンの資金源である麻薬の
広がりなど，事態は悪化の一途だった。
それが復興の進展を妨げ，とくに最近のタリバンの勢力回復と攻撃の激
化となった。オバマ米大統領は選挙前からイラク撤兵と「主戦場」とする
アフガンへの増派を訴えていたが，アフガン戦争には反対の声が高く，そ
の不支持は最近支持を上回り，医療保険制度改革への不人気，失業の増大
と相俟って，オバマ支持率は就任時の70％から50％以下へ急落している。
このようなとき，鳩山内閣は選挙前のマニフェストに従い，今年1月期限
切れのインド洋での自衛艦による米艦への給油（これまで200数十億円！）
はとり止めたが，これに代わり民生を主とする50億円の支援を打ち出し
た。今後，その行方が注目される。
４．民営化進むイラク戦争
2003年３月20日は，アメリカ帝国没落へのメルクマールの日として後世
に記憶されるだろう。
この日，アメリカは国連憲章も国際法も無視して，イラクへの空爆に踏
み切った。
国連憲章によれば，国家間での武力の行使は，安保理事会の決定があっ
たときと，国連軍が駆けつけるまでの暫定的な自衛の場合とに限定されて
いる。ところが，特に仏独は強硬に反対し，また日本にも働きかけて根回
ししても安保理15ヶ国の過半数の同意は得られないと見るや，イラクにあ
る大量破壊兵器（WMD）はアメリカの自衛のため脅威であるとして，首
相官邸を中心に猛爆を開始した。一国の首脳をこれほどあからさまに抹殺
しようとしたことは前例がない。
イラクは国連により，射程距離800km以上のミサイルの所有は許されて
いない。かりにWMDがあっても，それがアメリカにとって脅威になるは
ずがない。
1648年，30年戦争が終わるや，ヨーロッパ各国はウェストファリア条約
319
で1）国の自主権の尊重，2）内政のへの不干渉を定めた。だが今回，アメ
リカはこれを否定し，独仏などは古いヨーロッパであり，イラク戦争に参
加した他のヨーロッパ諸国が新しいヨーロッパであるとした。アメリカこ
そが法であり，これに従うか従わないかと他の国々に迫ったのである。ユ
ニラテラリズム（単独行動主義）もここにおいて極まれりと言うべきであ
ろう。
このイラク攻撃は，9.11事件以降のテロ撲滅の続きとされているが，そ
うではない。アメリカでは，1997年に共和党タカ派，民主党ネオコン（新
保守主義派），軍産複合派の合同によるPNAC（Project for New American 
Century・新しいアメリカの世紀のためのプロジェクト）というシンク・タ
ンクが発足した。中心人物として，湾岸戦争当時国防長官だったチェイニ
ー現副大統領（以下すべてイラク戦争開始の時点），ラムズフェルド国防長
官，ウォルフヴィッツ国防副長官，ボルトン国務次官，アーミテイジ国務
副長官などが名を列ねている。その主張は「軍事力を背景に市場経済と人
権と民主主義という価値を世界に定着させる」というアメリカ至上主義的
論理が色づけられ，サダム・フセイン政権打倒が主要な行動目標の一つに
なっていたのである。9.11事件はアフガニスタン，さらにイラクと，武力
攻撃開始の絶好な口実となったのだった。
西側の陸路からする米地上軍の進撃は，トルコの非協力のため補給がま
まならず，１日１食という苦しい戦いだった。しかし，イラク軍司令官の
金に釣られた裏切りがあって，予想外に早くバグダッドは陥落，フセイン
像の引き倒しとなった。５月１日ブッシュ大統領は高らかに「戦闘終結」
の宣言をする。だが，米軍の苦難は実はこの日から始まり，ゲリラとの果
てしない“泥沼”が続く事になったのだった。
開戦の大義名分とされたWMDの存在が疑わしくなるや（後にはそれが
ないことが米国政府によって公式に認められるに至る），次に持ち出された
のはテロ集団アルカイダとフセインのつながりである。これも存在せず，
フセインも逮捕され，処刑された。第３の口実は独裁からのイラクの解放
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である。だが，イラク国民の意識調査では米軍を解放軍と見るのはわずか
２％に過ぎず，94％が占領軍としている。
開戦から４年の07年，国連の推定では，イラクの難民が同年はじめで国
内の170万人，国外の200万人，あわせて370万人という。その多くは，貧
しく，少女は売春を余儀なくされ，児童は労働せざるを得ない。イラクで
のテロの大半は占領軍へのものだが，シーア派とスンニ派の間など部族間
でのものも少なくない。バグダッドでは国民議会の建物内にまで自爆テロ
事件が起きたりしたが，こうした爆弾テロは急増の一途で，米軍指揮官の
間でさえ，「軍事的解決よりも政治的解決を」との声が広がった。
イラクでの住民の死者は１日100人を超すと見られ，米などの研究グル
ープはこれが06年６月までですでに65万人を超えると発表した。とくに女
子どもが多い。日本人も外交官を含め５人の犠牲者が出た。
クラスター爆弾で水質汚染され，その元凶の米英軍によるインフラの復
旧は遅々として進まず，環境悪化は世界最高となった。イラクから帰還し
た米兵にさえ，白血病が見られるようになった。電気も使えるのは１日２
～３時間とあって，近所の人たちとカネを出しあって自家発電装置をつけ
たりしているが，その運転には石油が要る。ところが石油の生産はガタ落
ちで産油国のイラクが石油危機，ガソリンの値段ははね上がり，ガソリン
スタンドの前は延々長蛇の列である。
イギリスのBBC調査によれば，米軍駐留が治安を悪化させているという
のが実に７割，米英両軍をあまりまたはまったく信頼していないのが82％
である。
旧フセイン政権は独裁恐怖政治で，政府を批判すれば拷問，虐殺である。
だが，反政府的言動をしなければ，日常生活は安全だった。ところが今は
シーア派，スンニ派だということだけで命を狙われる。通学途中子どもが
さらわれ，外国へ売り飛ばされる。アパートにロケット弾が飛び込んでく
る。フセイン時代の方がよかったという声が広がったりする。06年の４月
28日フセインの誕生日に，バクダッドでフセイン時代に歌われた詞を絶叫
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し，菓子を配るグループが各地で目撃された。
こうした結果をもたらしたアメリカのイラク攻撃は，官庁で爆撃されず
唯一無事だったのが石油省だったのを見れば，またブッシュとアメリカの
石油産業とのつながりを見れば，なんだったのか一目瞭然である。そして
フセインの石油輸出への支払いがドル建てからユーロへ切り換えられたの
が火に油を注いだものと見られる。イラク開戦の年の12月，ローマ法王の
ヨハネ・パウロ２世は「国連の承諾なくしてイラクを侵略した」として，
アメリカとその同盟国を厳しく非難したのももっともである。
05年８月，ハリケーン・カトリーナがアメリカ南部を襲い，堤防が決壊
して，嵐と洪水でニューオーリンズの大半は破壊され，数千人が死傷し，
何十万人もが家を失った。
世界じゅうの新聞の第1面に命を失ったり，打ちのめされたりしたニュ
ーオーリンズの人々の写真が掲載された。そのほとんどが貧しい黒人だっ
た。「これは天災でなく人災だ！」という声は急速に広がった。堤防づくり
の予算は削られてイラクに回されていたし，水陸両用車も，機械や車も，
州兵もすべてイラクへ，カネも，モノも，ヒトも，すべてイラク優先だっ
たのである。
このような理不尽きわまるイラク戦争に，日本の小泉首相は即刻支持を
表明し，03年７月おざなりの審議でイラク特措法を成立させ，“Boots on 
the ground”という威嚇に屈して，陸上自衛隊600人を“非戦闘地域”サマ
ワに派遣した。その任務は人道復興支援ということで，内容は給水，道路
の補修，学校など建物の修理だが，それらはどれも重装備の自衛隊の力を
借りなければならないものではなく，民間の力による方がはるかに安上が
りのものばかりである。自衛隊の特別手当１人１日１万円の１日分600万
円あれば新しい学校が一つできる。この自衛隊は06年７月撤退したが，航
空自衛隊は依然残留したのみか，質的にも量的にもその活動を拡大した。
これに対し，04年１月北海道での元郵政大臣で自衛隊合憲論者でもある
箕輪登氏を皮切りに，名古屋，東京，仙台，栃木，山梨，静岡，京都，大
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阪，関西の労組，岡山，熊本（順不同）と全国11地域，12のイラク派兵違
憲訴訟が行われた。その原告は，5,600人を超え，弁護士も800人余となっ
た。東京では私も共同代表となって，04年３月17日から，毎日一人ずつの
本人訴訟である。このため人数は92人と少なく，一審はすべて却下・棄却
となった。控訴については，東京で最高裁の棄却判決が出ると全国に重大
な影響を及ぼすという強力な反対があり，結局9人が控訴，私を含む８人が
最高裁に上告して敗訴となった（最低裁！）
名古屋高裁から，イラク派兵の違憲判決が出されたのは，こうした時期，
06年４月であった。名古屋での原告の請求は他の訴訟とほぼ同じく，つぎ
の3点だった。
（1）イラク及びその周辺への自衛隊派遣の差し止め。
（2）イラク派兵の違憲確認。
（3）原告への損害賠償。
判決は（1），（2）いずれも原告に何らの「利益をもたらすものではない」
としてこれを斥け，したがって（3）も認められないとする。だが，「控訴
人らは，それぞれの重い人生や経験等に裏打ちされた強い平和への信念や
信条を有しているものであり，憲法９条違反を含む本件派遣によって強い
精神的苦痛を被ったものとして，本件損害賠償を提起しているものと認め
られ，そこに込められた切実な思いには，平和憲法下の日本国民として共
感すべき部分が多く含まれているということができ，決して，間接民主制
下における政治的敗者の個人的な憤慨，不快感または挫折等にすぎないな
どと評価されるべきものではない。」と付言している。こうした共感が裁判
長をしてこれまでほとんど例のない違憲判断に踏み切らせたものといって
よいだろう。
憲法第81条は裁判所に「一切の法律，命令，規則又は処分が憲法に適合
するかしないかを決定する権限を有する」という，いわゆる違憲立法審査
権を認めている。だが，とくに憲法第９条に関する事項については，1959
年最高裁が「一見極めて明白に違憲無効であると認められない限り裁判所
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の司法審査の範囲外のもの」という，いわゆる「統治行為論」を述べて以
来，タブーとなってきた。統治の中から３権の不可欠の一つである司法が
すっぽり消えて，立法，行政が万能とされてきた。もはや「法治国家」と
はいえなくなったのである。そして湾岸戦争後の掃海艇派遣，PKO，テロ
特措法など数々の違憲訴訟は，北海道の長沼ナイキ基地自衛隊違憲という
73年札幌地裁判決を除き，すべて原告敗訴とされた。
名古屋高裁判決は，結論においては原告の訴えを棄却・却下はしたもの
の，そこに至る過程で実に丁寧にイラク戦争の経過を追っている。そして，
イラクでの自衛隊機の活動が憲法９条に違反し，さらにイラク特措法自体
にも違反するという判断を下したのである。
政府は国会で航空自衛隊の輸送内容について，多国籍軍や国連からの要
請でこれを明らかにできないとしており，情報公開法での開示要求にも，
医療機器を空輸した１件以外はすべて黒塗りの文書で答えている。だが，
判っているだけでも，飛行の際に地対空ミサイル攻撃を回避するための兵
器であるフレアを装備した航空自衛隊のC-138輸送機は，06年７月の陸上
自衛隊撤退時まで，人道復興支援物資でなく，ほとんど多国籍軍の兵員を
運んでいた。それが陸自撤退後はアメリカの強い要請で，それまで安全が
確保されないとされ，事実イギリスの輸送機が撃墜されたこともあるバク
ダッドへの空輸を行なうことになった。その後07年３月までの輸送回数は
150回，輸送物資の総量は46.5トンで，その大多数は武装した多国籍軍（主
にアメリカ軍）となっている。09年鳩山政権になってから公開された資料
でも，クエートを拠点として03年12月から08年末まで運んだ3万6000余人
のうち米兵が51％，多国軍兵士を含めると65％である。そしてこのバグダ
ッドは「平成19年に入ってからも，アメリカ軍がシーア派及びスンニ派の
両武装兵力を標的に多数回の掃討作戦を展開し，これに武装勢力が相応の
兵力を持って対抗し，双方及び一般市民に多数の犠牲者を続出させている
地域であるから，まさに国際的な武力紛争の一環として行われる人を殺傷
し又は物を破壊する行為が現に行われている地域というべきであって，イ
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ラク特措法にいう『戦闘地域』に該当すると認められる。」
「航空自衛隊の空輸活動は……それ自体は武力の行使に該当しないもの
であるとしても，多国籍軍との密接な連携の下で，多国籍軍と武装兵力と
の間で戦闘行為がなされている地域と地理的に近接した場所において，対
武装兵力の戦闘要員と推測される多国籍軍の武装兵員を定期かつ確実に輸
送しているものであるということができ，現代戦において輸送等の補助活
動もまた戦闘行為の重要な要素であるといえることを考慮すれば…，多国
籍軍の戦闘行為にとって必要不可欠な軍事上の後方支援を行っているもの
ということができる。
したがって，このような航空自衛隊の空輸活動のうち，少なくとも多国
籍軍の武装兵員をバグダッドへ空輸する活動については……他国による武
力行使と一体化した行動であって，自らも武力行使を行ったと評価せざる
を得ない行動であるという事が出来る。」
したがって，前記のように，これは憲法９条違反であるばかりでなく，
イラク特措法にも違反するというのである。なんと明快きわまる判断では
ないか。
憲法第76条はいう，「すべて裁判官はその良心に従い独立してその職権
を行い，この憲法および法律にのみ拘束される。」ここには先に見た東京そ
の他の同様な訴訟での判決に拘束される姿勢はまったくない。
一方「平和的生存権」についても，長沼訴訟ではじめて憲法上の権利と
して認められたものをさらに踏み込んで，たとえば，国から戦争遂行への
加担や協力を要請された場合，差し止め請求や損害賠償請求が出来る場合
があるとした。このあと，09年２月24日の岡山地裁判決では，平和的生存
権を「基本的人権として承認すべき」ものとまでしている。
政府は名古屋の高裁判決で勝訴であるとして上告せず，判決は確定した。
違憲判断について，福田首相は「判決そのものには関係ない」，伊吹自民党
幹事長は「作戦に影響ない」などと，無視する態度に出ている。
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1959年の砂川事件判決をふりかえってみよう。これは砂川米軍基地に労
働者や学生が入り込んだのを，「日米安保条約は憲法9条違反だから無罪」
とした東京地裁の伊達秋雄裁判長の判決だった。アメリカの要請で最高裁
に飛躍上告となって，そこで棄却されたが，このときの長官は田中耕太郎
だった。その彼は，何と，憲法制定のときの文部大臣であり，国会で「剣
を持って立つものは剣によって滅んだ。だが，日本国は今後剣を捨てる。
剣によって国は立たない」といい，文部省の出した『あたらしい憲法のは
なし』では「日本は今後兵隊も軍艦も飛行機も，およそ戦争をするための
ものは一切もたないことにしました。しかし皆さんは心細く思うことはあ
りません。正しいことほど強いものはありません。」と述べているのであ
る。まさに180度の転換である。
これと対照的なのが，美濃部達吉氏である。彼は当時東大教授で憲法を
講義しており，貴族院議員でもあった。彼は「戦力を持たずして国は立た
ない」という持論だったが，新憲法ができた後は，憲法学者として考えれ
ば，これからは自衛の戦力も認めないのだということを学者の良心として
明言している。
以来今日まで日本は憲法と日米安保条約という二つの相矛盾する法体系
のもとにおかれ，事あるごとに（沖縄を見よ！）後者が前者に優先されて
きた。今回の画期的な違憲判断を含む判決も，それを書いた青山邦夫氏は
３月に退官しており，判決文は別の裁判長高田健一氏によって代読された
というのは，きわめて象徴的である。
今回の判決で決定的なポイントとなった「非戦闘地域」という文言も，
憲法９条があればこそ政府は法制定のさい入れざるをえなかったのであっ
た。
ブッシュ退陣の間際にはその支持率はわずか25パーセントにまで低落
した。38ヶ国まであった参戦国も半減した。オバマ政権になって，米軍以
外の部隊は09年７月末まで撤退を終え，「イラク多国籍軍」も幕となってそ
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の名称を「イラク米軍」に変更することになった。そして，鳩山首相は09
年９月２日，自公政権はアメリカに従って自衛隊を派遣したが，「イラクに
対して戦争を始めること自体が間違っていた」とはじめて明言した。その
後閣議ではこれを翻したが，裁判では負けても，歴史は私たちの訴えの正
しさを証明しているのである。
今年の８月31日オバマ大統領はイラクでの米軍の戦闘任務終結を宣言
した。米軍10万人がすでに撤退し，残る５万人も来年末まで撤退となって
いる。この機会に基地提供を含め，イラク人民の殺戮に参加した日本でも，
その総括が明確になされねばならない。
なお，イラク戦争について忘れてはならないのは，「戦争請負会社」
（PMC）である。04年４月イラクのファルージャで米軍の大量投入による
大虐殺があったが，そのきっかけになったのは，殺害後四肢を切断されて
ビデオに撮影された民間会社ラックウォーターの４人の社員の悲劇だっ
た。また国際的に轟々たる非難を巻き起こしたアブグレイブ刑務所の捕虜
虐待に加わったのは，同様なPMCのCACI社とタイタン社の社員だった。
もともとアメリカの「愛国者法」では，テロリストと疑われる者たちは国
際法での，諸権利が認められず，＜違法敵性戦闘員＞という新しいレッテ
ルを貼られ，キューバのグァンタナモ基地などへ送られた。
戦争の＜民営化＞が始まったのは，1990年代冷戦が終わってからであ
る。それは膨大な常備軍の縮小と保有兵器の放出をもたらした。そして他
方，これらに対する需要が，冷戦時代アメリカとソ連の庇護により国内の
治安を維持していた国々から生まれた。アフガン，イラク戦争になっても，
アメリカは減らした常備軍を全世界153ヶ国にも展開しているし，州兵や
予備役を駆り出しても，とても追いつかない。新兵募集ももはや息切れと
あって，民間への委託が増大せざるをえない。
こうしたPMCは1）直接実際の戦闘に携わる，あるいは野戦部隊の指揮
や統制に任じる　部隊，2）敵と直接戦闘はしない軍事コンサルタント会
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社，3）最も多い兵站その他の軍事役務の提供である。その数は04年度とい
うイラク戦争がはじまって間もない段階ですでに２万人，今日ほぼ10万と
推定される。米政府が「ウエストファリア体制は古い」としたとき，それ
以降戦争は常備軍によるものとして表向きはなくなった傭兵が再び戦争の
重要な支持者となったのは歴史の皮肉というべきか。
そして，これは遠い話ではない。PMCの要員の多くはアメリカ人でもア
フリカ系やヒスパニック系などだが，そのほかの世界各国にわたり，日本
人さえいる。PMCは軍隊ではないだけに，国際法その他あらゆる法律に縛
られない「強
ビッグボーイ
い男」なのだ。08年度ピューリッツァー賞を受けたS.ファイ
ナルの『戦場の掟』（“Big Boy Rules”）はその実態を余すことなく描き出
している。
米軍のイラク撤退後，治安保持の主力はPMCになるだろう。
5．重慶大爆撃の被害の責任を問う
重慶爆撃と言っても，戦後生まれの国民が大半となった今日，中学や高
校の教科書にも全然載っていないとあっては，若い人たちがその事実をほ
とんど知らないのは無理もない。年輩の人たちも，昔大々的に報道された
ことを思い出しはしても，なぜ70年も経った昔のことを今問題にするの
か，それも裁判沙汰にまでしているのか，疑問に思うだろう。
戦争と言うと，私たちはまず東京大空襲やヒロシマ・ナガザキといった
被害体験を思い浮かべるが，それより前に実は私たちはアジア2000万の人
たちにとっては加害者であることを忘れるわけにはいかない。原爆で片足
を失い，呉から送り出した許婚者にも死なれた沼田鈴子さんはヒロシマの
語部だったが，私たちとピースボートでシンガポールに渡ったことがある。
そこで自分の体験を語ったとき，地元の人たちから「あなたは加害者意識
が希薄だ」と猛烈な突き上げを受けた。それから後は彼女は自分の被爆体
験は，天皇を頂点とする支配者層に騙され引きずられたにしても，国家総
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動員体制の一人として侵略戦争の一端を担った存在だったことを加えるよ
うになった。絞首台の露と消えた「私は貝になりたい」の主人公も，フィ
リピンのモンテンルパの死刑囚たちと同様である。
世界最初に空爆が行なわれたのは，1911年のイタリア－トルコ戦争だっ
た。1914年に始まった第１次大戦ではこれが本格化し，日本の飛行機の実
戦使用もこの時点から始まる。場所は中国の青島である。
青島戦争は山東半島に集中しているドイツの権益を奪うためであった。
陸海軍の飛行機はドイツ艦艇と市外に投弾し，被害は僅少だったが，心理
的効果は大きかった。台湾で抗日反乱がおこると，飛行機による毒ガスの
撒布でこれを鎮圧しようとした。「満州事変」のさいは錦州爆撃が第1次大
戦以来最初の都市爆撃として有名である。
このころから，政治・経済・産業を破壊し，または住民を空襲して多大
の恐怖を与え，その継戦思想を挫折させるものとして，「戦略爆撃」の研究
が進められた。
「戦争の世紀」と呼ばれる20世紀の戦争を特徴づけるものは「戦争の工業
化」＝新たに内燃機関が兵器の推進力として，具体的には戦車，潜水艦，
そして何よりも航空機という形で登場したことである。
航空機による爆弾投下は1937年ドイツ軍がスペインのゲルニカで行な
ったものが有名だが，それは重慶爆撃に引き継がれ，さらにハンブルグ，
ドレスデンから東京，ヒロシマ，ナガサキ，ベトナム，湾岸戦争，コソボ，
そして今日のアフガニスタン，イラクへと続くことになる。重慶爆撃はけ
っして大昔の話ではないのである。
重慶爆撃の推進者は後の「神風特攻隊」の発案者で当時第2連合艦隊司令
長官の大西瀧治郎と作戦計画全体の立案責任者である支那方面艦隊参謀長
井上成美であった。どちらもそのころ主流だった大艦巨砲主義に反対で航
空優先を唱えており，その点では先見の明があったが，重慶はいわばその
実験台にされたといえよう。後者は海軍兵学校の校長時代廃止の勢いにあ
った英語教育を重視するリベラリスト，反戦大将として有名で，戦後は神
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奈川県の田舎に引退して英語塾を開いていた。日本の再軍備のついては，
国連の安全保障体制に参加してという前提で再建海軍像を描いていた。
これと対象的に私が陸軍航空士官学校在学中３人目の最後の校長だった
遠藤三郎は第３飛行団長としてこの爆撃に参加したが，41年９月，「奥地進
攻作戦ニ関スル意見」を上司に具申し，「四川省ノ軍事施設ノ如キ小規模ニ
シテ面モ分散シアリ，何レヲ爆砕スルモ蒋政権ノ死命ヲ制スルニ足ルモノ
ナシ。故ニ漫然此ノ種攻撃ヲ継続スルハ現在ノ帝国航空戦力殊ニ燃料問題
ニ鑑ミ寒心ニ堪エザルモノアリ」と，軍事的合理性から重慶爆撃の中止を
求めている。当時の軍の内部では希有の存在だった。彼は売国奴呼ばわり
までされながら，戦後一貫して非武装不戦を唱え続けた。1960年にはいち
早く中国を訪れ，周恩来に「貴方は私よりも左だ」といわせた。埼玉県狭
山の田舎で百姓を続け，帰国の次の年「日中友好元軍人の会」を創立した
人である。
1937年７月７日日中全面戦争が始まり，10月戦火が上海に及ぶと，南京
にあった国民政府の重慶への遷都が宣言され，翌年の６月には武漢にあっ
た政府機関も重慶に移った。工場や教育，文化諸施設もこれに続き，38年
には約53万人の人口になった。
日中戦争では，表向きは都市での空爆の攻撃が軍事目標に限られるとし
ているが，実際はこれがまったく形骸化しており，首都となった重慶への
地上作戦は不可能とあって，無差別爆撃が行なわれた。これは明らかに国
際法違反なのに，戦後の東京裁判では英米の思惑からこれを裁かなかった
のである。これが南京虐殺などと異なって重慶爆撃が後世長く忘れ去られ
ていた原因となった。
重慶を主とする奥地への空爆は1938年末から日米開戦の直前1941年ま
で，陸軍はソ連への備えがあるため，主として海軍によって行なわれた。
四川省全体の死傷者は10万人を超え，家屋や店舗を失った人たちは100万
人規模になる。最も激しかったのは39年５月から41年にかけての２年半で
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ある。とくに39年の５月３日と４日は両日の死傷者だけで約4000人に及ん
だ。
重慶の航空部隊や高射砲部隊はまだ力が弱く，とくに40年８月から日本
のゼロ戦参加以降は制空権は完全に日本のものとなった。このため住民の
疎開と防空洞の建設に力が注がれたが，防空洞の工事は粗悪で，41年６月
には空襲から避難中の市民約1000人が窒息死という惨事を生んだ。
加えて物価の急騰や停電・断水，さらに国民党と共産党の対立によるテ
ロの横行もあって，民衆の生活は深刻なものとなった。それは彼らに深い
「心の傷」を残した。私が04年４月，日本軍による細菌戦と重慶爆撃の調査
で訪中した時，爆撃の記念館ではルーズベルト大統領からの日本の空爆と
いう“テロリズム”に屈しない民衆の戦いへの激励のメッセージを見た。
彼らは空爆に非常な苦しみと恐怖を与えられながら，それは彼らを強く憤
激させ，抗日の意識をむしろ強めさせた。
この年のアジアカップ・サッカーゲーム中，観客席で日の丸を掲げた日
本人サポーターにブーイング，そしてゴミや食い物が投げつけられ，08年
の四川大地震のさいには，日本側が申し出た日の丸をつけた自衛隊機によ
る救援物資輸送が拒否されたのも，単なる「反日教育」のせいではなかっ
たのである。
04年に私たちを迎えてくれた人たちが中心となって，重慶とその近郊へ
の無差別爆撃の被害者を結集し，日本政府を相手に集団訴訟することにな
った。そこで06年３月30日まず40人（重慶市34人，楽山市５人，自貢市１
名）が訴訟を起こした。加害事実の真相糾明が最大の目的で，被害者（遺
族や負傷者）への謝罪と１人1000万円の補償を日本政府に求め，日中市民
の友好関係とアジアの平和が築けるよう目ざす。弁護団長は土屋公献さん
だったが，その逝去後小野坂弘さんになっている。
この裁判を支援しようと，市民たちが広島で「重慶大爆撃の被害者と連
帯する会」を結成した。これに呼応する形で，東京で，前田哲男さんを代
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表として「重慶大爆撃の被害者と連帯する会・東京」が設立され，私もこ
れに加わった。その後，第２次22人，第３次45人，第４次81人，計188人
の原告が提訴し，2010年９月27日まで15回の口頭弁論が行なわれ，原告に
よる陳述と弁護士による弁論が行われた。
重慶爆撃の被害者たちは，その悲惨な被爆体験を語るとき，「惨絶人寰」
（ツァンジュレンホワン）や「滅頂之災」（ミエディンジザイ）と言ってい
る。前者はこの世で最大の悲惨さを意味し，後者は壊滅的な災難を意味す
る。彼らの言葉からは家族を一瞬にして奪われたことの無念さや，空から
の脅威に脅かされながら生きることの辛さが伝わってくる。ここでは，そ
の１人である鞠天福（ジュティエンフ）さんの陳述と彼からの聞き取り調
書の内容をかいつまんで紹介することにしよう。
「1930年当時，祖父（1871年生まれ）は工芸店を経営し，家は店の裏側
にあった。大家族であった家には，祖父母や伯父（1889年生まれ），家族，
私（1932年生まれ）の家族のほかに住み込みの職人や女中もいた。店の経
営は順調だった。父は劇場を経営していた。家の生活は裕福で私の幼少期
はのんびりして楽しかった。
しかし，日本軍の空爆が始まった後，状況は一変した。祖父は店を縮小
することにし，祖父や伯父，従兄（1922生まれ）だけで仕事を続けること
にし，雇っていた職人や女中をそれぞれ故郷に帰らせた。祖母をはじめと
する女性と子供たちは疎開させた。
1939年５月３日，家族が昼食をとっている最中警報が鳴った。私たちは
慌てて家の裏にある崖の下に身を潜めた。市内の方を眺めると，日本軍の
飛行機は黒山のように飛んできて爆弾を次々に投下し，たちまち町は火と
煙に覆われた。かつて見たことのないこの情景に，家族はみなただ茫然と
した。７歳の私は怖さを一生懸命こらえたが，３歳の弟は大声で泣き出し
た。これを母が叱り，その母を祖母が叱った。爆音と弟の泣き声，母と祖
母の罵声などが入り混じった音の記憶は，今でも脳裏に焼きついている。
その爆撃後，祖父からの連絡が途絶えた。以前はほぼ毎日のように従兄
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がこちらの様子をうかがいに来てくれていた。祖母と母たちは祖父のこと
を大変心配し，食事をとる気もなく，眠れない夜もあった。
数日経って，突然父が家族の前に現れた。父は垢だらけの汚い顔をし，
髪もぼうぼうとしてすっかりやつれていた。
父の話によると，３日と４日の爆撃で劇場は灰燼に帰し，父は裏の洞窟
に身を隠して難を逃れた。家に戻ろうとしたが，その辺一帯は警察に封鎖
されたので，何日も待たされた。辺りの建物はほとんど崩壊し多数の死者
が出たという。その現場にいた人の話では焼け焦がれた人体や散乱した人
の腕や足が大きな竹かごに入れて運ばれたり，遺体は山ほど積まれていて，
まるで地獄のようだそうだ。
やっと封鎖が解除され，家に戻ってみると家屋は跡かたもなく，瓦礫と
汚い水溜りがあった。祖父や伯父，従兄の姿はどこにもなく，何日も方々
を訪ねたが何のてがかりもなかった。途方に暮れた父は疎開先に来た。父
の話に家族は泣き崩れ，祖母と叔母はその場で気絶した。
どうしても家族を探し出したいと思った伯母は私を連れて市内へ行っ
た。見渡す限りとぎれとぎれの垣根と破れ残った家の壁で，電線や木の枝
に人の腸や手足などがひっかかっていた。死体を何度も見かけ，死臭が漂
っていた。伯母は死体を見つけるたびに丁寧に調べた。家の跡地を見た後，
伯母はすっかり絶望してしまい，『いっそ死んだ方がましだ』と叫びなが
ら，崩れ残った壁に頭をぶつけようとした。私は必死にそれをおし止め，
『伯母さん，帰ろう』と泣きながら叫んだ。その時の切なさは心に強く刻ま
れ忘れられない。
家族を失い，家財も一切なくなった私たちは，生活も極度に苦しくなっ
た。米を買う金もなく，かびの生えたおからで飢えをしのいだ。私は市場
で商人たちが落とした菜の葉を拾った。友達は八百屋の父親に菜っぱを私
にゆずるようにねだった。それは，私の家族の貴重な食料だった。
45年の春，祖母が69歳で死に，その後間もなく母も病に倒れた。病院に
運んだが，入院費も薬代も天文学的数字で，仕方なく母をそのまま連れて
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帰った。31歳の若さで母は愛する家族から去り，３人の弟妹も相次いで死
んだ。私は学校へも行けず，いろんな仕事を転々とした。」
太平洋戦争でのアメリカによる空襲被災地は日本国内で150ケ所以上，
罹災人口は約1000万人，死没者約60万人，傷害者約100万人となっている。
今年の８月14日，東京，大阪などの空襲被害者や遺族らで作る約20団体
が全国組織「全国空襲被害者連絡協議会」を発足させ，被害者を救済する
法の制定を目指すことになった。
私たちの会では裁判と併行して，無差別爆撃についての連続学習講座を
行なっており，今年の６月19日には第５回総会の後，1945年３月25日名古
屋で空襲により被爆された杉山千佐子さんのお話を聞いた。
杉山さんは生き埋めになり，左目を失い，全身傷だらけになった。50代
後半になったころ，民間人の空襲犠牲者の救済を求め，全国戦災傷害者連
絡会を立ち上げ，以後一貫して運動を続けている。今94歳になる。その著
『おみすてになるのですか』（1999年）のあとがきからつぎに引用する。
戦時災害援護法の制定をもとめてから，今年で二十七年目になります。
この間，数年をのぞいては，毎年，国会に法案を提出し続けてきました。
しかし，毎回「審議未了」「廃案になりました」という通知がくるたび
に，「ああ，またか」と落ち込んでしまいます。それでも，「もう，あき
らめよう」と思ったことは一度もありません。いつも，これだけ待たさ
れていることに憤りを感じるのです。
これは，私の執念です。そう簡単にひきさがれません。
しかし，ふりかえってみると，法律を通すというのは，いかに困難な
ことか，ということがよくわかりました。国会には，政党間のさまざま
なかけひきがあって，一筋縄ではいきません。私たちは，法案を審議し
てもらうのに，国会議員や政党を頼らなければなりません。二十五年間，
援護法制定の力になってくれる政党の応援に奔走し，選挙にも協力して
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きました。しかし，大きな望みをかけていた戦後五十年の戦後補償問題
では私たちは切り離され，見捨てられました。あのときは，政党不信に
陥りました。私たちは，利用されただけだったのか，と。
つい先日，ある政党の国会議員から連絡が入りまして，太平洋戦争中
の「内地人の被害」について調査したいから，資料をもって東京にきて
くれ，というのです。それは，あくまでも調査，ということでしたので，
お断りしました。調査記録だけでお茶をにごされてはたまりません。
本当に私たちのことを理解して，法案の成立にきちんと取り組んでく
ださる議員がいて，現実に法案を通すために力をつくしてくださる政党
があり，政党間のわだかまりを越えてくだされば，私たちの援護法は，
必ず陽の目を見ると思います。
私は，戦時災害援護法は，超党派で，すべての政党，政治家の皆さん
の賛成で成立すべきものだと思っています。戦後五十四年たって，私た
ちのことが忘れられてしまっています。
政治家のみなさん，私たちへの補償をきちんとせずに，何が戦後処理
ですか。私たちの補償がないがしろにされるということは，現在の，そ
して将来の国民の権利も，国のために踏みにじられる可能性があるとい
うことなんです。
国民のみなさん，私たちのように空襲で傷害をうけ，つらい一生を送
ることを余儀なくされている人間が存在する，ということを忘れないで
ください。若い世代が目にする戦争体験記のなかに私たちの事はほとん
ど書かれていません。自分たちで書く力もチャンスもなかったからです。
外に出る機会も少ない私たちの姿がみなさんの目にふれる機会もありま
せんでした。そのうちに，わたしのように声をあげる人間がいなくなれ
ば，私たちはその存在すら忘れさられてしまうでしょう。その時は本当
にこわい時です。
私はいま，あの時代を体験したものとして，今の日本はふたたび戦争
への道を走るのではないか，という本能的な不安を持っています。日米
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ガイドライン法や，通信傍受法が国会で成立して日本はどうなるのか。
本当に，これからの時代を担うみなさんがしっかりしなければ，私たち
のような戦災傷害者がふたたび生まれないとも限りません。そして，そ
の教訓を現在，そして未来にいかすためにも，私たちの戦時災害援護法
の成立に力をかしてください。
かつて日本がアメリカの空襲に遭い，広島や長崎だけでなく，都市と
いう都市が焼かれて焦土と化したことを知ってください。みんな歳をと
って，亡くなった方も大勢いますが，何の補償もないうえ，声すらあげ
ることなく無念の想いで去っていった人がいることを忘れないでほしい
のです。
ところで，威勢よく啖呵をきって，にくまれぐちをきいて誰とでもよ
く喧嘩した私も，もう八十三歳です。五十歳を越えてからこの運動を始
めようと決意して以来，ふりかえると，長いような短いような日々でし
た。
全国各地のいろいろな集いに出かけていって，アピ－ルし，広島や長
崎，沖縄へも出かけていきました。はじめは，新幹線の車輌を貸し切っ
て大勢の仲間と国会請願で上京したこともありました。少しづつ活動で
きる仲間の数が減り，運賃が安い夜行バスにしました。夜行バスに乗っ
て東京に行き，国会請願をして，その日の夜行バスでかえる日も続きま
した。
しかし，毎年一人また一人と仲間の戦災傷害者が亡くなっていきまし
た。
今ではひとり深夜バスにのることも多くなりました。体調がすぐれず，
つらいと思うこともあります。
でも，私は止めるわけにはいきません。死んでいった仲間たちの無念，
私自身の人生の奪われた無念を思うと，私は自分の身体にムチをうって
でも歩き，訴え続けなければならないのです。
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会員も年々少なくなり，私たちの運動が世に知られる機会もめっきり
減りました。このまま，私がアパートでひっそりと逝けば，私たち戦災
傷害者という存在も，私たちが国に補償を求めて運動していたというこ
とも，歴史から消えてなくなってしまうのではないでしょうか。
私たち戦災傷害者が，つらい思いをして生きぬいてきたという証しの
ためにも，援護法を成立させてほしいのです。
いま，私は八十三歳です。まだまだ，若いと思っています。しかしこ
の頃，すっかり涙もろくなりました。
法案がだめになった…会員が亡くなった…
政治家や活動家のなかには，空襲のことをろくに知らないばかりか，
勉強しようともしない人すらいる…
本当は理解しあえるはずなのに些細なことで，口論となってしまうこ
ともあります…
悔しい！私は涙を流してしまいます。
亡くなった仲間のこと，戦災傷害者のこと，人生を戦時災害援護法に
すべてをかけてきた自分の気持ちをなぜ，分かってくれないの！
悔し涙がでてとまらなくなることすらあります。
いくら悔しいからといってなぜ，涙がこんなにでるのだろう，と思う
ことがありあります。私は左眼がありません。残った右眼は，かろうじ
て見えるだけです。私は，一つの眼からしか涙がでない。だから，人の
何倍もでるんだな…と，半分冗談で思ったりしています。涙が枯れるま
で，人の倍かかるわい。その分，長生きしてやろう。そう簡単に死んで
なるものか！と思っています。
「おそらく杉山さんは行進していてバタッといくだろうな」。私が毎年，
平和行進でともに歩いている日本山妙法寺の武田上人にいわれました。
その時は自分がひきうけましたから，と言われるので，どうぞよろしく
お願いします，と言っておきました。
本当に，そんな最後が迎えられたら本望だと思っています。最後の一
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瞬まで，私は，戦時災害援護法と平和を求めて歩くつもりです。
私たちの事を忘れないでください。
神様，仏様，お役人様，政治家の皆様，そして国民の皆様，
私たちをおみすてにならないでください。
戦後補償裁判は強制連行・強制労働，「従軍慰安婦」，遺棄毒ガス，731部
隊による人体実験，細菌戦，虐殺，無差別爆撃と現在まで約30件が提訴さ
れている。被告側は大日本帝国憲法下では，国の権力的作用については民
法の適用は排除される「国家無答責」の法理を主張する。また時効論，日
中共同声明による賠償請求権の放棄を持ち出している。
2007年４月，最高裁は原告勝訴の西松建設（あの政治資金の！）強制連
行事件について広島高裁判決をくつがえした。サンフランシスコ条約と日
中共同声明により原告の請求権は消滅したというのである。これは戦後補
償裁判で数少なくともあった原告勝訴の流れを逆転させる不当なものであ
り，重慶大爆撃裁判でもこの判決を覆すことが最も重要な課題となってい
る。なお，重慶爆撃の国際法違反の問題も見逃すことはできない。
無差別爆撃については，1997年ドイツのヘルツォーク大統領は書簡を現
地の「ゲルニカ爆撃60周年式典」主催者に送って，ナチス・ドイツによる
空爆の罪を公式に認め，生存者と犠牲者に和解を請うた。またドレスデン
を破壊したイギリスは，2000年の「空爆55周年記念式典」にあたり，エリ
ザベス女王の名代ケント公を派遣して，謝罪と破壊された聖母教会の再建
費用の負担を申し出た。これに対し，日本政府は謝罪はおろか事実の認定
すらしていない。
今こそ，日本人と日本政府の名による重慶市民への加害責任が厳しく問
われているのである。　
6．日中友好の懸け橋　葉綺さんを偲ぶ
私は前稿で述べたように，法政を辞めてからいろいろな平和団体にかか
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わりを持ち，04年からは上に述べたように「重慶大爆撃の被害者と連帯す
る会・東京」の運営委員をしている。そんな関係もあって割と頻繁に中国
を訪れているが，その過程で知りあった一人が，北京にある中日友好医院
の女医だったの葉綺さんである。
おつきあいするようになったのは92年からだが，私が主催していた映画
と講演での市民講座「法政平和大学」など，私の平和運動に葉さんはこと
のほか関心をお持ち下さっていたようである。以来年に何度かのお手紙で
の交流だけでなく，彼女が千葉大学の招聘で訪日した時は，駒形の“どぜ
う”での会食，私の訪中の際のご自宅訪問など，思い出深い日々だった。
私の自伝『歌と星と山と』をお贈りしたところ，「全く共鳴」と丁寧な返事
を下さり，医者の立場からお酒を減らして長生きしてほしいというアドバ
イスを付け加えられたこともある。
彼女は1929年東京で生まれ，綾子と名付けられた。５歳のとき両親と中
国に渡り，大連，北京，吉林と移り住んだ。父親の野崎薫さんは日本軍の
侵略犯罪行為を目にして，日本政府の言う「大東亜共栄圏」に疑いを持つ
ようになった。こうした父親の反戦の思想と中国人民への友好的な態度は，
幼い娘だった綾子にも深い影響を与えたようだ。
日本の敗戦後，父はしばらく八路軍の通訳の仕事をしていたが，その冬，
日本に引き揚げることになった。この時，なんと16歳の彼女は，中国に残
って中国人民の解放事業に身を投じたいと両親に申し出たのである。
「自分の生きる道は自分で決めるわ」「父さんはファシズムの戦争に反対
で，中国人に同情して，役人の生活を棄てて自分で生きる道を探したのよ
ね」「冒険ではあるけれど，苦難を受けた中国に貢献するのは，とても意義
あることでしょう」
父は綾子を連れて，中国共産党吉林省委員会の袁任遠を訪ね，娘のこと
を頼んだ。彼は彼女を立派に育てることを約束し，絶えず行軍と戦闘をし
ていく生活に耐えられるかを尋ねた。彼女は決然として答えた。「他の人に
耐えられることなら，私にも耐えられます。怖くなどありません。」
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16歳という花のような年に，彼女は両親から遠く離れ，異郷の中国で革
命に参加することを決意したのである。
彼女は「戦闘に参加しなければ本当の戦士と認められません」と言って，
後方の文芸工作でなく，第一線の衛生兵となった。以後，彼女の生活は絶
えず死と間際のものである。馬車に乗って移動の時，敵機の低空射撃で危
く死ぬところだった。松花江沿いの行軍の時は，渡河の際，敵機の爆撃で
川に落ちた彼女を兵士たちは危険を顧みず救い出してくれた。そこには中
日の差別などまったくなく，若い綾子は心を打たれ，熱い涙が溢れた。
戦争終了後，日本軍の医師や看護婦に残留して医療活動に協力してくれ
と要請があった。多くの医師や看護婦たちは彼女を日本への反逆者として，
彼女の殺害の計画さえあった。だが，彼女は自分の体験をつぶさに彼らに
伝え，彼らをみごとに“変身”させた。
その中の１人Nさんは死ぬ間際，自分の胸の赤い発疹を示し，腸チフス
特有のものと教えた。彼は身を以て生死の境に「君は将来医者になる人だ
から，よく見ておきなさい」と言って死んだ。彼女は病を治して人を救う
医者になろうと決意した。
彼女の優秀な仕事ぶりは高い評価を受け，1947年10月，ハルピン医科大
学に入学することになって，名前も「葉綺」ということになった。この大
学で彼女は生涯の伴侶・林楠山と巡り合い，1956年５月１日メーデーの日
にゴールインした。
彼らは製鉄が大規模に行なわれた大躍進時代に鞍山に勤務した。彼女は
中国医学と西洋医学を結合した方法で治療を行ない，半身不随状態からの
回復でとくに顕著な治療効果を挙げた。千葉大学との協力で，心臓につい
て国際的評価を受けた論文も発表した。
彼女は1973年中国共産党に入党した。彼女が鞍山で残した業績は数えき
れないが，ここでは１，２の例を挙げるに止める。
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一刻を争う危険な状態の患者を知らされ，３日３晩，彼女の救援チーム
で付きっきりの介護を続け，「命の恩人」と称えられた。
また，重症患者の通知を受けたが，10キロ以上の遠くで，彼女たち３人
が駆けつけたところは大河が増水していた。だが，彼女はひるまなかった。
「渡りましょう！大切なのは患者を救うことです。」
手に手を取って，所によっては胸までの水位の川を渡り，ずぶ濡れのま
ま患者の家に駆けつけると，家族は涙を流して彼らの手を握り，「命の恩
人」と繰り返し言った。
16歳で八路軍に入隊した無邪気で可愛い少女は50数年を経て，白髪交じ
りで生き生きと輝く目を持つ老人となった。彼女は言う，「私を生んだのは
日本。育てたのは中国で，私は二つの祖国を持つものです。私は中国人民
によって育てられ，真理とは何か，人生とは何かを教えられました。です
から，私の一生は中国人民のものだと思っています」
まさに，山崎豊子の「大地の子」である。
彼女は85年，中日友好医院に転勤になり，以来，日本の国際協力事業団
の顧問医師など，国際的な平和事業に参加し続けた。
私は2004年の４月，細菌戦と重慶爆撃の調査で訪中したが，北京に寄っ
て葉さんを訪ねようと事前に手紙を出した。それがすれ違いになり，帰国
後の４月23日付で手紙を頂いた。「お便りにてまだ元気で活躍されている
ご様子何よりの慰めでした。私はその後ご無沙汰している間に何回も先生
の事を思い起し気になっておりました。先生はいつか私の家にいらした時，
にこにこと目を細めながら，葉さんの家に来るととてもゆったりし精神的
に安らぎを覚えるとおっしゃったことがあります。それを私は何時までも
覚えています。もし北京に来られたら，今度こそもっと良いおもてなしが
できたらな等と考えてました」
これが絶筆となったのだった。
341
訪中に先だち，お会いしたいと手紙を出したのに，待っても待っても返
事が来ない。もしかしたら……と思ったが，そうなってしまったのだ。お
宅に電話したら，夫の林さんが出て，５月に心筋梗塞で亡くなったという。
11月にご自宅をお訪ねして昔の事を語り合った。頂いた『中国医院信息大
辞典』の表紙には葉さんの写真が大きく載っていた。
私たちも彼女に続いて日中友好の懸け橋になろう！
７．安保廃棄の意見広告を対米通告へ
　─東アジア共同体をめざす─
昨年の秋，民主・社民・国民新３党連立で鳩山内閣は，70％をこえる高
支持率を得て発足した。もっとも注目されたのは，「世界一危険な」飛行場
を持つ普天間基地の移設問題である。選挙中「移設先は国外，少なくとも
県外」と言い，「緊密で対等な日米関係」という鳩山首相の発言は，アメリ
カでは「反米」と受けとる向きもあった。だが，３党連立政権の樹立に当
っての合意は「沖縄県民の負担軽減の観点から日米地位協定の改定を提起
し，米軍再編や在日米軍基地のありかたについても見直しの方向で進む」
となった。
発足直後早速乗り出したのが沖縄返還や核についての密約の調査・公表
である。案外やるなと思ったら，北澤防衛相の「県外・海外への移設希望
は理解できるが，限られた日数で理想を現実にするのはなかなか難しい」
という発言である。ついで「日米合意案が国外・県外という選挙公約をま
ったく満たしていないと認識するのは少し間違いだ」と現行移設案（辺野
古）を示唆する。また岡田外相は「県外というのは事実上選択肢として考
えられない」と明言，鳩山首相との違いが際立ってくる。
米側は一貫して普天間飛行場の海外・県外移設に反対だが，理由は明白
である。予定されている移設基地にはヘリの滑走路２本のほか214メート
ルの係船岸壁が追加される。キャンプ・シュワブとキャンプ・ハンセンに
ある海兵隊主力部隊は目の前のヘリで出撃できるし，佐世保基地から来る
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強襲揚陸船に乗り込むにも，今のようにトラックで１時間かけてホワイト・
ビーチへ行く必要もなくなるからだ。しかも単なる移設ではない。最新鋭
の装備を持つまったくの新設，それも日本のカネでだ。
その後，首相は５月末を期限として決着をつけると言い，沖縄も訪ねた。
このきれいな「海が埋め立てられることの自然への冒涜を大変強く感じた」
と言いながら，ちょうど発生した韓国の哨戒艇の沈没事件があり，「抑止
力」はやはり必要と言い出した。そして混迷をきわめた移設地探しは，結
局日米安全保障協議委員会による５月28日の共同声明で終わりを告げた。
この発表では，「キャンプ・シュワブ辺野古崎地区及びこれと隣接する地
域」と明記され，ここに「1800メートルの長さの滑走路（複数）を持った
代替施設」をつくることになっているほか，訓練その他の米軍の活動地域
として徳之島を挙げている。同委員会のメンバーは岡田外務大臣，北澤防
衛大臣，クリントン国務長官，ゲイツ国防長官である。
この翌日，日本政府はこの内容を閣議決定しようとしたが，社民党党首
の福島大臣は署名を拒否したため罷免となった。だが，首相自体もこの問
題と「政治とカネ」で辞任し，６月４日には菅首相が決定したが，菅首相
はこの問題については「日米合意を踏まえる」と言っている。そして今後
共同声明に従って「代替の施設の位置，配置および工法」については「い
かなる場合でも2010年８月末までに」完了させるため，「沖縄の自治体と
意思疎通を強化する」ことになった。米政府は事あるごとに「移設先は地
元の意思を尊重することが条件」といってきており，これでは話がまった
く逆である。そして菅首相はこうした「米
4
意下達」を図ったが，結局「８
月までに」は不可能となった。民主党代表選や11月の沖縄県知事選もあり，
行方は混沌をきわめている。
当の「地元の意志」はどうか。昨年７月の衆議院選では県内移設を唱え
る自・公は全滅して４人とも県外派が選出された。これは今までになかっ
たことである。今年に入り，政府も注目していた名護市長選では国外・県
外移設を唱え名護は絶対受け入れないとする稲嶺進氏が当選した。これに
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対し平野官房長官は「地元の合意がとれないと物事が進められないもの
か」，「法律的にやれる場合もあるだろう」と駐留軍用地特措法による強制
収容を仄かせ，住民の猛反撃を受けた。沖縄県議会も超党派で普天間返還，
県外・海外への移設を決めている。注目されていた仲井真県知事は県内41
のすべての市町村長（代理を含む）が参加した県民大集会に出て県外移設
を訴えている。この集会は1995年の米兵による少女暴行を契機に噴出した
怒りの集会の８万5000人を上回る９万人というもので，「地元の意志」は
明々白々である。
一方徳之島では３人の町長が揃って反対を表明し，２万5000人の島民の
６割の１万5000人が反対の集会を開き，署名を提出した。
こうした沖縄，徳之島の人びとの激しい反撃の声に，ヤマトの民衆も黙
ってはいなかった。ピースボートのスタッフたちを含む日本の「JUCOネッ
トワーク」と米国の「ネットワーク・フォー・オキナワ（NO）」の２団体
は４月28日付のワシントン・ポストに「あなたの裏庭に30もの軍事基地を
あなたは望みますか」と全面広告で呼びかけ，「25日，数万人の沖縄の人た
ちが県内で新基地建設に反対する大集会を開いた」と紹介した。そして新
基地が人々の健康を損ない，貴重な生物ジュゴンなどの生態系にも深刻な
影響を与えることを指摘し，「米国政府は市民の声を無視して（基地建設
を）日本政府に押しつけようとしている」ので「この基地は必要ない，と
オバマ政権にも伝えよう」と訴えている。
わたしたちはこれと呼応する形となった日本の意見広告運動に取り組ん
だ。話が持ち上がったのが２月末で，次の７人が３月７日に発起人会議を
開いた。
安次富　浩（名護・ヘリ基地反対協議会共同代表）
上原　成信（沖縄・一坪反戦地主関東ブロック）
大野　和興（脱WTO/FTA草の根キャンペーン事務局長・日刊ベリ
ハチドリのひとしずく
344
タ代表）
尾形　　憲（法政大学名誉教授）
武　　健一（連帯労組生コン支部委員長・中小企業組合総合研究所
代表）
本山　美彦（京都大学名誉教授・「変革のアソシエ」共同代表）
山内　徳信（参議院議員）
ここでこれまでの経過報告が報告され，呼びかけの案文，広告運動の内
容，発送対象と段取りなどについて検討がなされた。
呼びかけの内容は次の三つである。
（1）普天間基地の即時閉鎖・返還を求め，「県内移設」に反対する。
（2）辺野古での陸上案・海上案ともに断念を求める（後で徳之島への移
設断念が加わる）
（3）日米安保をやめる。東アジアの一員として平和に生きるために，み
んなで海兵隊の存在，日米安保条約を見直し，軍事力によらない平和
を構想する。
意見広告運動は
（1）名称は「普天間即時閉鎖・辺野古（海・陸）やめろ。海兵隊いらな
い」沖縄・緊急意見広告運動
（2）一口個人1,000円，団体5,000円で賛同金を集める。目標は1,000万円
とし，期日は５月25日まで
（3）政府の「５月決着」に対して，沖縄で普天間包囲の５月16日朝日新
聞に15段の全面広告とする。
５月30日に記者会見，各新聞社，ラジオ社のほかNHKを含むTV４社が
取材。だが，国内での報道は皆無だった。ただ沖縄で報道があったようで，
意見広告を現地の沖縄タイムズと琉球新報の２紙にもぜひという声が高
く，沖縄返還の日（沖縄では「恥辱の日」）の５月15日に両紙に全面広告を
掲載することにした。
さて，何しろ２か月しかない。目標金額も上積みになった。私を含め事
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５月16日の沖縄タイムス，琉球新報には
　５月16日「人の輪で普天間基地を包囲する県民大行進の成功を！
が下段「安保改定50年…」の上に入っている」
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務局総動員で発送，電話やメールでの呼びかけ，折柄頻繁に持たれた沖縄
関係の集会で雨の日も寒い夜もビラ配りである。
これに対し毎日続々返ってくる返信ハガキ，振替用紙，メールなどの反
応はすさまじかった。夫婦そろってというのもきわめて多く，家族６人連
名というのも２組あった。そのなかからいくつかの意見や感想を紹介しよ
う。
「普天間基地の問題は私達日本人すべての心と生きざまにかかわる深刻
な問題です。がんばって下さい。…誰でもできることを一人一人主体的に
やっていこう。」
「米軍の基地はいつまで日本においておくのでしょうか。日本はアメリカ
の植民地ではありません。」
「冷戦が終わり日本が何処から攻められるというのか，日本には何の資源
もない。日本を攻めて得する国はない。」
「『抑止力』を先立てては絶対ダメ！冷戦崩壊後20年，今こそ平和を東北
アジアに築く新秩序を！」
「沖縄の痛みを自分の痛みとして共感できたなら，世界は軍隊に頼らない
平和の構築を真剣に考えるだろう。」
「沖縄県民，日本国民，そして侵略戦争の惨禍を受けたアジアの人々と連
帯できるよう超党派の連繋を大切にして下さい。」
そして当日，あった！１ページ全面に3,948人（そのほかに匿名681人），
細かい字でビッシリである。私が沖縄へ行くと定宿にしていた民宿のオバ
ちゃんの名もあった。普天間基地を人の輪で包囲したとき手をつないだヤ
マトンチューの仲間もいた。賛同人でも，「意見広告ではあまり効果はない
のではないか」という意見もあったが，私たちの闘いの真の成果はすぐ目
に見えるものではない。マルクスの言うように，それは闘いを通じて強ま
り深まってゆく民衆の絆であり，団結である。
一人ひとり老いの目を細めながら指先で名前をなぞっていく。昔の市ヶ
谷での私の授業に筑波大学からモグっていた北海道在住者もいた。私が主
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催していた市民講座法政平和大学に伊豆から４時間かけてきたオバちゃん
もいた。そして…平和運動のかけがえのない戦
と も
友の一人で，この間亡くな
ったばかりの針生一郎さんの名もあった。針生さんは旧制の仙台一中で私
の２～３年後輩にあたり，そんな関係もあって，本誌で前回紹介した尾形
憲塾の第18期（2005年）に原爆の図のスライドを学生たちに見せて頂いた。
ここに謹んでそのご冥福をお祈りする。
この日から事務局の電話は鳴りっぱなし，賛同，激励，感謝の手紙やメ
ールが相次いだ。
「５月16日の意見広告の基地のない沖縄，そして日本をの運動に心から
賛同し，参加をして参りたいと思います。私も今の政治を見ていてまさし
くこの様な運動こそ今必要であり，声を上げていかなければならない大事
な時と感じていました。…ぜひこの運動を大きく育て真に平和な日本をつ
くって行きたいと考えています。」
「確かに現在は社会そのものが歪んでいます。…米軍基地は日本から撤退
すべきです。様々な密約を隠し続け国民を何者だと考えているのか？民主
主義国家の本質をないがしろにし，米国の言われるままにされる様では植
民地です。米軍基地は沖縄だけでなく日本から撤退すべきです。要するに
資源の無い唯一の被爆国に他国が攻撃を掛けて来ることは想定不可能で
す。…安保条約はもう必要ないと思います。」
「広島在住で，井原元市長の市庁舎補助金カットの頃から，米海兵隊岩国
基地の大幅な拡張に反対し，岩国において，運動に関わっている者です。
…私は日本が米国から自立し，アジアを基盤に世界の国々と平等，互恵の
関係を築いていくことが，激変するこの世界の中で，日本が活きていく道
だと信じます。」
「このような呼びかけを新聞広告されたことに大いに勇気づけられまし
た。」
「私は幼稚園の頃から厚木基地のそばで育ちました。毎日のように戦闘機
とヘリコプターの爆音に，子供ながらにストレスがたまったものです。特
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に横須賀に空母が入った時は，タッチ＆ゴーの訓練で，約束の時間を過ぎ
ても米軍は戦闘機を飛ばしていました。市が文句を言っても…全く改善さ
れませんでした。国は家の中の一室だけを防音にしてエアコンを付けまし
たが全く効果なし。」
「今日の新聞を見て感動した。」
「朝新聞を見て驚き，『わが意を得たり！』と叫びました。」
「すばらしいものを出していただいてありがとうございました。」
「ひとの痛みがわからないのは人間じゃありません。よその国の軍隊をお
いて平気な政府，それに追随するメディアは酷すぎる。現実を直視し目を
さましてもらいたい。」
「声なき声が再びおこっている。名も無き人々がいま世の中を動かそうと
している。とても感動しました。」
「今こそ大胆に安保廃棄を宣言しよう。」
「今日は実にすばらしい広告運動メッセージありがとう。米国の軍隊は一
日も早く日本からすべて出ていって欲しい。そして米軍に渡すお金がある
ならばすべて社会保障に回してお年寄りや貧しい人たちに渡していただき
たい。」
「『戦争で平和が勝ち取れるか』というと，戦争は憎悪の連鎖しか生み出
しません。他国を攻めるための基地は必要ありません。」
「米国・ロシア・ヨーロッパもテロに悩まされています。沖縄の米軍基地
がこれを抑止出来ますか。イラクやアフガニスタンでの戦場でそれを抑止
できなかったのみならずむしろ拡大すらしたではないですか。」
「今日本に攻めてくる国がありますか，また経済封鎖もされていますか。
石破近隣諸国脅威論は東条軍閥の鬼畜米英論より悪いと思います。」
「近隣諸国が今経済発展とインフラ整備に費用を使いたいにも拘らず軍
拡をしているのは，一方において膨大な軍事力が目の前に対峙している等
の事情があることも考慮しなければならないと思います。脅威論をかざし
て抑止力の名のもとに，他国の門前に強力な軍事力を展開しているのは失
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礼であり欲が強すぎると思います。…
軍事力のみが抑止力でも救出力でもありません。文化力，経済力，人間
性が抑止に有力であって，むしろ日米での米軍事力は削減する方が抑止に
有効であると思います。」
このようなすさまじい反響を報告し，今後の活動を問う集会が６月３日
に東京で，５日に大阪であった。この会にはぜひ出席するという意見が多
かったことを反映して，当日は東京500人，大阪は300人の大集会となった。
東京では発起人の一人山内徳信さんの国会報告のあと，現地の沖縄と徳之
島から二人ずつ報告があり，各界からの連帯の発言がこれに続いた。その
あと，これからの活動についての提案とその確認があって，盛況裡に幕を
閉じた。
その提案は，
（1）普天間基地の即時閉鎖・返還，辺野古と徳之島への移設を断念さ
せる，日米安保条約をやめ，軍事力によらない平和の構想，の３課
題の実現に向けての運動の継続。
（2）具体的には署名運動，第２次意見広告。安保の見直しなどについ
てのシンポジウムなど。
（3）そうした活動を草の根で全国に広げるため，1000人のボランティ
ア・スタッフの募集。
（4）オバマ大統領へ新聞紙上に掲げられた全面意見広告を届ける。な
どである。
９月26日，私たちは東京で集会を開き運動の第２期をスタートさせた。
闘いはこれからだ。
日米安保条約で仮想敵国とされてきたソ連が消滅した後，1996年の橋
本・クリントン会談以降，同条約は国会の承認もなしに「地球的規模」
の意義をもつものに変えられ，今日まで存続してきた。それまでも沖縄
からは朝鮮とベトナムへ米軍機の出撃があったが，アフガン・イラク戦
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争では，海兵隊の出撃，そして自衛隊の参戦があった。
平和憲法のおかげで戦後一人も日本人は殺されず（前述したが，朝鮮
戦争のさいの一人の海上保安官を除いて），一人も外国人を殺していない
というが，実はとくに沖縄に米軍基地を許容することで，日本はアジア
の民衆の大量殺戮に加担してきた。そもそも一人の少女の人権も守れな
いどころか，それを否定さえする「安全保障条約」とは何なのか。
日米安全保障条約は基本的には軍事同盟であり，それは北朝鮮と中国
を仮想敵国とする。だが，今回寄せられた意見にもあったが，資源もな
い日本にどこが攻めてくるというのか。自国の民衆の食糧さえ確保でき
ない北朝鮮は論ずるまでもない。中国のGDPがいまや日本を越えたとい
っても，一人当たりにすれば１/10にすぎず，国内での貧富の格差の拡大
は克服されねばならない緊急の課題である。その中国が日本の脅威とな
る理由はさらさらない。
しばしば年々増大する中国の軍事費が取り上げられるが，これは話が
逆である。
キューバにソ連のミサイル基地を置かれたアメリカと置き換えてみた
らよい。すぐ目の前にある沖縄に駐留する米海兵隊は，遠いアフガン，
イラクにまで出撃する殴り込み部隊であり，普天間基地の「移設」によ
り，その攻撃能力は飛躍的に増大する。アメリカは建国以来今日まで，
気にいらない国家へは国際法など一切無視して武力行使を続けてきた
「戦争国家」であり，その背後には強力な軍産複合体がある。加えてこれ
に加担する日本はかつてアジアを侵略し，同じ敗戦国のドイツとは異な
って今日なおその後始末さえほとんどしていないという“前科”がある。
それらによって「のど元に刃をつきつけられている」に等しい状態を私
たちはどう考えたらよいか。
諸悪の根源は日米安保である。中国はいまや日本を凌ぐ１兆ドル近い
米国債の持ち主であり，アメリカの死命を制する存在となっているばか
りか，13億人という巨大なマーケットは，アメリカだけでなく日本にと
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っても（対中貿易額はすでにアメリカを超える）絶対かけ替えのない存
在である。昨年のオバマ大統領のアジア訪問のさいも，日本滞在は１日
足らずなのに中国でのそれは足掛け４日にもわたっており，鳩山首相と
の会談のなかですでにこれから行く中国へのラブコールである。最近の
米ギャラップ社に委託した米外務省調査でも，最重要パートナーとして
中国を挙げている有識者は56％と，日本の36％をはるかに超えている。
またオバマ大統領は優先課題として掲げるテロ，核政策，気候変動な
どへの対策はどれも「米国単独では対応できない」としているが，特に
力を入れているのは，中国，インド両国との「戦略対話」などを通じた
包括的なパートナーシップの構築である。そして米民間世論調査機関の
22カ国を対象とした調査では，米国の外交政策で利害関係を考慮に入れ
ている国として中国というのが76％，インドが83％なのに，日本は31％
にすぎない。
日米安保50年，この節目の年に私たちは普天間移設問題を契機にその
存在意義を問い直そうではないか。そして，今回の意見広告運動をさら
に日米安保廃棄の「対米通告」へ発展させたらどうか。同条約の第10条
では「いずれの締約国も，他方の締約国に対しこの条約を終了させる意
志を通告することができ，その場合には，この条約は，そのような通告
が行なわれた後一年で終了する。」とある。いつでも私たちは米政府の意
志にかかわりなく，日米安保を破棄できるのである。そして米本国で沖
縄からの米軍撤退論が強まっている現状を見るがよい。
鳩山前首相は就任に際し，「東アジア共同体」の構想を言明した。彼は
「アジア共同通貨の実現」をさえすでに考えていたのだった。
日米安保も「日米友好平和条約」へ，それと自衛隊を「国土保全隊」へ
の転換は，形骸化されていた憲法９条を内容あるものとして，第２の「大
東亜共栄圏」という東アジア諸国の危惧を払拭し，東アジア共同体への道
を開くものとなるだろう。さまざまの問題を抱えながらもEUは1993年の発
足以来今日まで着実な歩みを続け，現在27カ国を擁するに至った。今年の
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２月，中南米カリブ海32カ国の首脳はメキシコに会して，共同体の結成を
確認した。東アジア共同体はこれに続くものとして，「世界連邦」への歩み
の第３弾となるだろう。人類の愚かしい殺しあい，強者による弱者の搾取
の手先となっている「国家」の廃絶は，そのような道を辿ることにより決
して夢ではないのである。
8．ケインズ経済学が示す資本主義のゆくえ
マルクスとエンゲルスが口をきわめて資本主義を礼賛している，と言っ
たら，誰でも「え？」と思うだろう。だが，ホントの話である。当節はや
っているもの，そう，マニフェストを思い出して頂きたい。162年前の一
『共産党宣言』（“Communist Manifesto”）である。
「ブルジョアジーは，歴史上きわめて革命的な役割をはたしてきた。…ブ
ルジョアジ－がはじめて，人間の活動がなにをなしうるかを，証明した。
彼らは，エジプトのピラミッドや，ローマの水道や，ゴチック式の伽藍と
はまったく別の驚嘆すべき大工事をなしとげ，民族の移動や十字軍とはま
ったく別の大遠征をおこなった。…ブルジョアジーは百年たらずの階級支
配のあいだに，すべての過去の諸時代を合わせたよりもいっそう大量的な，
いっそう巨大な，生産諸力をつくり出した。自然の諸力の征服，機械，化
学の工業と農業とへの応用，蒸気船，鉄道，電信，世界のあらゆる地方の
開墾，河川航路の開発，呪文をもって大地からよび出したようなおびただ
しい人口―これほどの生産諸力が社会的労働の胎内に眠っていたことを，
過去のどの世代が予想したであろうか？」
今マルクスとエンゲルスがよみがえって，彼らの死後この100年あまり
の間の資本主義の生産力の上昇，そのなしとげた仕事を見るなら，彼らは
改めて驚きの眼を見はることだろう。
補給なしに世界一周できる潜水艦，アメリカから無着陸でヨーロッパを
往復できる爆撃機，月への到達，バイオ，そして原爆等々。彼らが夢想さ
えしなかったこのような生産力の上昇は，何よりもコストダウンや新製品
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の開発によって勝ち残ろうとする資本間の競争―それは究極では戦争に至
る―によってもたらされたものである。
ギリシャ神話のシシュフォスは，大神ゼウスに憎まれて死後大きな石を
山頂に押し上げる仕事をやらされる。やっと上に着くや，石は下に転がり
落ちてしまい，彼はまたはじめからやり直さねばならない。資本家が資本
家である限り，利潤目あての，絶えず生産性向上を伴う生産，販路の拡大
は，シシュフォスの苦役と同様，彼らにとり永遠の至上命令となる。生産
力の向上は資本主義にとりその誕生とともに与えられた“使命”だったの
である。
だが，自らの呪文によって地下から呼び出した魔力がもはや手に負えな
くなった魔法使いと同様，考えられもしなかった生産力の上昇，それによ
る過剰生産，過剰豊富と過剰消費の社会を，資本主義は自らの手で否定せ
ざるをえなくなる。はじめは周期的な恐慌，そして後には戦争によってで
ある。
このような資本主義の巨大な生産力の原動力は貨幣だった。もともと人
間がその生活のため，交易のため作り出した貨幣は次第に独立して，あた
かも人間が自らに似せて作り出した神が人の上に立ち，ひとを支配するも
のとなったと同様に，「物神」として立ち現れるようになる。手段だった貨
幣は今や目的となり，そのためにはあらゆる犠牲を払い，殺人や詐欺など
あらゆる犯罪―そして戦争をも辞さない。ついで貨幣は資本に転化するこ
とにより自らの分身を生み出す。それは自己増殖のため労働力を商品とし
て買い，これを生産手段と結合させることにより剰余価値＝利潤を創出す
る。生産資本である。さらには「利子生み資本」として一見まったく無媒
介的に，そして無限に，さながら生きもののように繁殖してゆく。『資本
論』第３巻第５篇「利子生み資本」では，紀元元年に５％の利率で貸し出
された１ペニ－が，1872年に単利ではわずか７シリング41/2ペンスにしか
ならないのに，複利では純金の地球１億５千万個分よりもっと大きな額に
ハチドリのひとしずく
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なることが語られている。
貨幣の魔手の行くところ，「宣言」で言うように，「これまで尊敬され，
崇められていたすべての諸活動」は後光をはぎとられ，ひところ日本が悪
名を高くしたことだが，ピカソの名画，ハリウッド，そして教会さえもそ
の前に屈服した。それは今や時には一国の首脳のポストでさえ入手可能に
させる。それが利子生み資本として投機と結託するとき，1973年の約４兆
ドルだった外国貿易相場取引は，2007年には約770兆ドルに達した。一方，
世界の貿易と直接投資は合わせても約19兆ドルで，前者のわずか９日分に
すぎない。
しかし，一旦バブルが崩壊するや，たとえばサブプライムローン関連に
よる世界の金融機関の損失は，09年３月の推計で累計２兆２千億ドルと，
08年４月の9459億ドルの２倍以上である。金融危機は実体経済を直撃し，
とくに過剰消費国のアメリカの生産が受けた打撃は大きく，自動車のビッ
グ・スリーの２つまでもの破産となった。
こうした窮状を打開すべく華々しい脚光を浴びて登場したオバマ新大統
領は，総額7870億ドルの景気対策を成立させ危機克服に乗り出した。とく
に注目されるのはエネルギー対策である。これでは，風力や太陽光など代
替エネルギーの生産力を３年間で２倍にする計画で，地球の温暖化防止の
取り組みに対して「経済成長を妨げる」と背を向け続けてきたブッシュ路
線から180度の転換である。それはこれまでの新自由主義と決別するもの
であり，1930年代の大不況から脱出するためルーズベルト大統領がとった
ニューディールにならって「グリーン・ニューディール」と呼ばれる。総
じて彼の政策は「21世紀のニューディール」と言ってよい。
歴史は繰り返すという。私たちは30年代の大不況とニュ－ディールをふ
り返ってみよう。
19世紀後半植民地の分割も終わって，世界はレーニンのいう「帝国主義」
段階に入り，植民地の再分割をめぐって起こったのが第１次大戦だった。
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それが終わって，1920年代資本主義は「相対的安定期」，アメリカは“永
遠の繁栄”に入り万々歳かと見えた。だが，慧眼な J. M. ケインズは26年
に『自由放任の終焉』（“The End of Laissez-Faire”）でこのままでは資本主
義はたちゆかないと指摘した。彼がその救いの神として持ち出したのは「国
家」である。36年に公にした『雇用・利子および貨幣の一般理論』（“The 
General Theory of Employment, Interest, and Money”以下『一般理論』）
で，彼は国家による公共投資政策論を展開した。
20年代の相対的安定期は29年の「暗い木曜日」に勃発したニューヨーク・
ウォール街の株の大暴落をきっかけにした大恐慌によって破られ，それは
瞬く間に全世界に波及した。30年代，世界は深刻な不況のどん底になった。
新生ソ連の驚異的な発展をよそに，資本主義諸国は軒なみ４～５人に１人
という大量失業者を抱え，アメリカではこれが1300万人（失業率25％）に
も及んだ。ケインズの『一般理論』が書かれたのはまさしくこういう時代
だった。
ケインズ経済学というと，ふつう公共投資と考えられ，ルーズベルトの
ニューディールはその具体化と言われる。だが，彼が力説するのは単なる
公共投資ではない。それは不生産的
4 4 4 4
な公共投資である。
彼は突拍子もない話を持ち出す。たくさんの壺にお札をつめこんでそれ
を廃坑にぶちこむ。その上に都市のガラクタをほうりこんでいっぱいにす
る。いっぱいになったところで，それを堀っくりかえすのである。
それ自身はまったく無意味な仕事である。だが，それによって，失業者
は今までもらえなかった賃金を手にすることができる。彼らは以前買えな
かった食料とか衣類とかいう消費財が買えるようになる。消費財産業が息
を吹きかえせば，生産財産業も蘇ることになる。こうして，はじめの100の
公共投資は500とか600とかの投資の意味を持つようになるし，100万人の
失業救済は500万人なり600万人の失業救済を呼び起こすことになる。この
倍率をケインズは「投資乗数」，「雇用乗数」という。
既存の有効需要に対して，生産力が高すぎるから，商品の過剰，どこに
ハチドリのひとしずく
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も投資口がない資本の過剰，そして労働力の過剰＝失業が起こっているの
である。だから，弾丸道路やダムを造るなど，生産力を上げるような公共
投資をしたら，つぎにはまたぞろ前に輪をかけた不況になるだろう。そし
て弾丸道路やダムはいつまでも無限に作り続けるわけにはいかない。
不生産的な公共投資の例として，ケインズはピラミッド造りや（公共投
資ではないが）地震，さらに戦争まで持ち出す。たしかに紀伊国屋文左衛
門が成金になったのは江戸の大火で紀州から木材を運んだからだった。
30年代の不況からいちはやく脱出したのが，他に先がけて軍拡に乗り出
した日本とドイツだったことは特徴的である。ニューディール政策で必死
に公共投資したアメリカが29年恐慌前の失業率に戻ったのは，何と太平洋
戦争が始まってからの43年になってからだった。
彼は『一般理論』のなかで，イギリスの経済学者Ｂ. マンデビルの『蜜
蜂物語』をひきあいに出す。当時のイギリスを風刺したものだが，昔，蜜
蜂の王国があって，世界中に植民地を持ち，帝国に日の没するところはな
いと繁栄を誇っていた。ところがある日，王様が「贅沢は一切やめる」と
言い出す。粋を極めた衣装の仕立て職人はお払い箱になるし，世界じゅう
の軍隊は全部引き上げられる。失業者は巷に溢れ，経済は不況のどん底に
落ち込んでしまった。「浪費は美徳なり。」
イギリスの経済学者 J. ロビンソンが『資本論』を読むより『一般理論』
を読んだ方が資本主義の矛盾がよくわかると言ったのは興味ぶかい。
少し前になるが私は“Iraq for Sale”（「イラク売ります」）と題するDVD
を見た。イラクでは，そのころ約15万人の米兵がいたが，民間の戦争請負
会社の人員はそれを上回る。その会社の一つのブラックウォーター社のこ
とだが，米本国から送られてきたトラックにパンクなどの些細な欠陥があ
れば，これを修理することなく，ゴミ捨て場行きにしてしまうのである。
またトラックに積む荷物が到着していないと，カラ荷のまま，予定通り目
的地までトラックを往復させる。そしてこのような会社での給料は米軍で
のそれよりもはるかに高い。とっさに私はケインズの“穴埋め”を思い浮
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かべたのだった。
戦後，亀井文夫は戦争中資本がいかにあくどい儲けをしたかを描き不許
可になった報道を集めた「日本の悲劇」という映画を作った。レッキとし
た反戦映画なのに，GHQによって上映禁止となった。資本主義批判とあっ
ては，共産党を利することになるからである。
ほかならぬ軍人出身の大統領であるアイゼンハウアーは1961年退任の
とき「軍産複合体」の恐ろしさを強調している。巨大な軍事組織と軍需産
業の結合体である「軍産複合体」の実態について，F. クックは同年10月
『戦争国家』という本を書いた。この本の中でたとえばつぎのような発言が
出てくる。
「この軍需産業に関する重大な事実の一つは，余りにも多くの米国人がこ
れによって利権を獲得しつつあることである。その利権は，財産，取引，
就職，選挙，昇進のチャンス，科学者が受ける報酬の多寡その他あらゆる
分野におよんでいる。これを急激に修正しようとすると摩擦を起こすとい
う面倒な問題だ。……いま直ちにこれを停止すると，巨大な航空産業を抱
えているカリフォルニア州は大混乱におちいるだろう。」（ウイルソン国防
長官）
「冷戦が需要を増大させ，高度雇用の維持に寄与し，技術の進歩を促進し
て国家（国民？）の生活水準を助長するというのならば，われわれは米国
の資本主義を最高度に活動させてくれたことに対して，ソ連に感謝すべき
であろう。」（スリクター・ハーバード大学教授）
だが，冷戦はついに終結した。その途端に湾岸戦争が始まった。これは
まったくの偶然かもしれない。あるいはそうではないかもしれない。とも
かく，冷戦に代わる「何か」が必要となった。湾岸戦争に続いて「謀略」
と覚しい9.11事件を発火点としたアフガン戦争，そしてイラク戦争がある。
さらに全世界の半分近い武器輸出もある。
もちろん，オバマの主導する“21世紀のニューディール”は，20世紀の
ハチドリのひとしずく
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それと内容は大きく異なる。だが，公共投資により現在すでに１兆ドルを
大きく超える財政赤字はさらに大きく膨らむことになる。
加えてイラク・アフガンの戦費がある。2001年から今後予想される18年
までで，イラク・アフガン戦争を中心とする戦費は，１兆2900億ドルない
し１兆7200億ドルにのぼるという試算がある。すでに消費したイラク戦費
だけでも，第１次大戦，朝鮮戦争，ベトナム戦争でのそれをはるかに上回
っている。
このような財政赤字（と経常赤字）を増税に頼らないとすれば，赤字国
債→インフレは必至である。09年度国債発行額は通年１兆５千億ドルにな
る。日本はいつまでこの国債を買い続けるのだろうか。
可処分所得の1.34倍のローンで生活し，飽食（一方では貧困）で世界一
の肥満率に悩むアメリカ人と，財政赤字を重ねつつ戦争という浪費も世界
一のアメリカ。ガザの虐殺には沈黙，日本のカネで米軍を再編し，泥沼の
アフガンへは大量増派というオバマ。そのオバマの支持率は前述のように
アフガンがあり，公約した不況からの脱出はままならず，修正して辛うじ
て議会は通過したが医療の国民皆保険が不人気という３重苦で急降下し
た。“21世紀のニューディール”も所詮戦争との縁は切れないのだろうか。
学びを，平和のために。この世に生あるかぎり。
Mehr Licht. （もっと光を。ゲーテ）
（2010.9.8）
［追記］
前稿で紹介した宮城学院女子大学のアオギリは異常な気候も乗り切って
順調に成長しているとのことである。
